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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークアプリケーションに関して実行された無線アクセス技術（ＲＡＴ）間ハン
ドオーバに関連して、第１のＲＡＴに関連するサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを第２
のＲＡＴに関連する対応するＱｏＳパラメータにマッピングすることと、ここにおいて、
前記マッピングすることは、前記第１のＲＡＴに関連する前記ＱｏＳパラメータを前記第
２のＲＡＴに関連する複数のＱｏＳパラメータにマッピングすることを備える、
　少なくとも部分的に、前記第１のＲＡＴに関連する前記ＱｏＳパラメータと前記第２の
ＲＡＴに関連する前記対応するＱｏＳパラメータとを比較することによって、前記第２の
ＲＡＴが前記ネットワークアプリケーションのための十分なＱｏＳを与えるかどうかを判
断することと、ここにおいて、前記判断することは、前記第２のＲＡＴに関連する前記複
数のＱｏＳパラメータ中の少なくとも１つのＱｏＳパラメータが前記ネットワークアプリ
ケーションのための十分なＱｏＳに対応するかどうかを判断することを備える、
　前記第２のＲＡＴが前記ネットワークアプリケーションのための十分なＱｏＳを与えな
いと判断された場合、前記第２のＲＡＴのＱｏＳへの前記第２のＲＡＴに関する前記ネッ
トワークアプリケーションの適応を可能にすることと
　を備え、
　前記可能にすることが、
　　前記ネットワークアプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１
つのプロシージャで構成されるかどうかを識別することと、
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　　前記ネットワークアプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１
つのプロシージャを有する場合、前記第２のＲＡＴに関する不十分なＱｏＳを前記ネット
ワークアプリケーションに通知することと、
　　前記ネットワークアプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１
つのプロシージャを有しない場合、前記ネットワークアプリケーションとは無関係に、前
記第２のＲＡＴに関連する前記対応するＱｏＳパラメータの再ネゴシエーションを試みる
ことと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記可能にすることは、前記第２のＲＡＴに関連する前記ＱｏＳパラメータの試みられ
た再ネゴシエーションが成功しなかったことに応答して、前記第２のＲＡＴに関する不十
分なＱｏＳを前記ネットワークアプリケーションに通知することをさらに備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　少なくとも、無線アクセス技術（ＲＡＴ）間ハンドオーバに関連するソースＲＡＴとタ
ーゲットＲＡＴとによる通信を可能にするアプリケーションに関係するデータを記憶する
メモリと、
　　前記ソースＲＡＴに関連するサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを前記ターゲットＲ
ＡＴに関連する複数のＱｏＳパラメータにマッピングすることを含む、前記ソースＲＡＴ
に関連する前記ＱｏＳパラメータを前記ターゲットＲＡＴに関連する対応するＱｏＳパラ
メータにマッピングすることと、
　　前記ターゲットＲＡＴに関連する前記複数のＱｏＳパラメータ中の少なくとも１つの
ＱｏＳパラメータが前記アプリケーションのための十分なＱｏＳに対応するかどうかを判
断することを含む、少なくとも部分的に、前記ソースＲＡＴに関連する前記ＱｏＳパラメ
ータと前記ターゲットＲＡＴに関連する前記対応するＱｏＳパラメータとを比較すること
によって、前記ターゲットＲＡＴが前記アプリケーションのための十分なＱｏＳを与える
かどうかを判断することと、
　　前記ターゲットＲＡＴが前記アプリケーションのための十分なＱｏＳを与えないと判
断された場合、前記ターゲットＲＡＴに関する前記アプリケーションの適応された動作を
可能にすることと
　を行うように構成されたプロセッサと
　を備え、
　前記プロセッサが、
　　前記アプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１つのプロシー
ジャで構成されるかどうかを識別することと、
　　前記アプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１つのプロシー
ジャを有する場合、前記ターゲットＲＡＴに関する不十分なＱｏＳを前記アプリケーショ
ンに通知することと、
　　前記アプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１つのプロシー
ジャを有しない場合、前記アプリケーションとは無関係に、前記ターゲットＲＡＴに関連
する前記対応するＱｏＳパラメータの再ネゴシエーションを試みることと
　を実行することによって、前記ターゲットＲＡＴに関する前記アプリケーションの適応
された動作を可能にするようにさらに構成された、ワイヤレス通信装置。
【請求項４】
　少なくとも、無線アクセス技術（ＲＡＴ）間ハンドオーバに関連するソースＲＡＴとタ
ーゲットＲＡＴとによる通信を可能にするアプリケーションを識別するための手段と、
　前記ソースＲＡＴに関連するサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを前記ターゲットＲＡ
Ｔに関連する複数のＱｏＳパラメータにマッピングするための手段を含む、前記ソースＲ
ＡＴに関連する前記ＱｏＳパラメータを、前記ターゲットＲＡＴに関連する少なくとも１
つの対応するＱｏＳパラメータにマッピングするための手段と、
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　前記ターゲットＲＡＴに関連する前記少なくとも１つの対応するＱｏＳパラメータが前
記アプリケーションのための不十分なＱｏＳを示す場合、前記ターゲットＲＡＴに関する
前記アプリケーションの動作を適応させるための手段と
　を備え、
　適応させるための前記手段が、
　　前記アプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１つのプロシー
ジャで構成されるかどうかを識別することと、
　　前記アプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１つのプロシー
ジャを有する場合、前記ターゲットＲＡＴに関する不十分なＱｏＳを前記アプリケーショ
ンに通知することと、
　　前記アプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１つのプロシー
ジャを有しない場合、前記アプリケーションとは無関係に、前記ターゲットＲＡＴに関す
るＱｏＳ再ネゴシエーションを試みることと
　を実行するための手段を備える、装置。
【請求項５】
　コンピュータに、少なくとも、無線アクセス技術（ＲＡＴ）間ハンドオーバに関連する
ソースＲＡＴとターゲットＲＡＴとによる通信を可能にするアプリケーションを識別させ
るためのコードと、
　コンピュータに、前記ソースＲＡＴに関連するサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを前
記ターゲットＲＡＴに関連する複数のＱｏＳパラメータにマッピングさせるためのコード
を含む、前記コンピュータに、前記ソースＲＡＴに関連する前記ＱｏＳパラメータを、前
記ターゲットＲＡＴに関連する少なくとも１つの対応するＱｏＳパラメータにマッピング
させるためのコードと、
　コンピュータに、前記ターゲットＲＡＴに関連する前記少なくとも１つの対応するＱｏ
Ｓパラメータが前記アプリケーションのための不十分なＱｏＳを示す場合、前記ターゲッ
トＲＡＴに関する前記アプリケーションの動作を適応させるためのコードと
　を備え、
　コンピュータに、前記ターゲットＲＡＴに関する前記アプリケーションの動作を適応さ
せることが、
　　前記アプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１つのプロシー
ジャで構成されるかどうかを識別することと、
　　前記アプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１つのプロシー
ジャを有する場合、前記ターゲットＲＡＴに関する不十分なＱｏＳを前記アプリケーショ
ンに通知することと、
　　前記アプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１つのプロシー
ジャを有しない場合、前記アプリケーションとは無関係に、前記ターゲットＲＡＴに関連
する前記少なくとも１つの対応するＱｏＳパラメータの再ネゴシエーションを試みること
と
　を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、ワイヤレス通信環境において
、それぞれのネットワーク間でのデバイスのハンドオーバを管理するための技法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレス通信システムは、様々な通信サービスを提供するために広く展開されており
、そのようなワイヤレス通信システムを介して、たとえば、ボイス、ビデオ、パケットデ
ータ、ブロードキャスト、およびメッセージングサービスが提供され得る。これらのシス
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テムは、利用可能なシステムリソースを共有することによって複数の端末のための通信を
サポートすることが可能な多元接続システムとすることができる。そのような多元接続シ
ステムの例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）
システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（
ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００３】
　ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末のための通信を同時にサポ
ートし得る。そのようなシステムでは、各端末は、順方向リンクおよび逆方向リンク上の
伝送を介して１つまたは複数の基地局と通信することができる。順方向リンク（またはダ
ウンリンク）は基地局から端末への通信リンクを指し、逆方向リンク（またはアップリン
ク）は端末から基地局への通信リンクを指す。この通信リンクは、単入力単出力（ＳＩＳ
Ｏ）、多入力単出力（ＭＩＳＯ）、単入力多出力（ＳＩＭＯ）、または多入力多出力（Ｍ
ＩＭＯ）システムを介して確立され得る。
【０００４】
　様々なワイヤレス通信ネットワーク実装形態では、ワイヤレス通信を行うためのアプリ
ケーションおよび／または他の手段は、データレート、誤り率、チャネル品質などに関す
る、アプリケーションのためのそれぞれの要件を指定することができる様々なサービス品
質（ＱｏＳ）パラメータに従って動作することができる。したがって、場合によっては、
ワイヤレス通信ネットワーク中のユーザ機器ユニット（ＵＥ）および／または他の好適な
デバイス、ならびに／あるいはワイヤレス通信ネットワーク自体が、ＵＥとネットワーク
との間の通信を可能にするためにＱｏＳ予約プロシージャを開始することができる。さら
に、ＵＥが、様々な基準に基づいて、異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）間でのハンドオ
ーバを開始する場合、ＵＥに対応する確立されたＱｏＳコンテキストが、場合によっては
、ハンドオーバに関与するあるＲＡＴから別のＲＡＴに転送される必要があり得ることが
諒解できよう。したがって、実質的に効率的な方法でワイヤレス通信環境内でのＲＡＴ間
（inter-RAT）ハンドオーバ中のＱｏＳコンテキストおよび／または他のＱｏＳパラメー
タの転送を可能にするための技法を実装することが望ましいであろう。
【発明の概要】
【０００５】
　以下で、請求する主題の様々な態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の簡
略化された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観ではな
く、主要または重要な要素を識別するものでも、そのような態様の範囲を定めるものでも
ない。その唯一の目的は、後で提示するより詳細な説明の導入として、開示する態様のい
くつかの概念を簡略化された形で提示することである。
【０００６】
　一態様によれば、方法について本明細書で説明する。本方法は、ネットワークアプリケ
ーションに関して実行された無線アクセス技術（ＲＡＴ）間ハンドオーバに関連して、第
１のＲＡＴに関連するサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを第２のＲＡＴに関連する対応
するＱｏＳパラメータにマッピングすることと、少なくとも部分的に、第１のＲＡＴに関
連するＱｏＳパラメータと第２のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータとを比較することに
よって、第２のＲＡＴがネットワークアプリケーションのための十分なＱｏＳを与えるか
どうかを判断することと、第２のＲＡＴがネットワークアプリケーションのための十分な
ＱｏＳを与えないと判断された場合、第２のＲＡＴのＱｏＳへの第２のＲＡＴに関するネ
ットワークアプリケーションの適応を可能にすることとを備えることができる。
【０００７】
　本明細書で説明する第２の態様は、少なくとも、ＲＡＴ間ハンドオーバに関連するソー
スＲＡＴとターゲットＲＡＴとによる通信を可能にするアプリケーションに関係するデー
タを記憶するメモリを備えることができるワイヤレス通信装置に関する。本ワイヤレス通
信装置は、ソースＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータをターゲットＲＡＴに関連する対応
するＱｏＳパラメータにマッピングすることと、少なくとも部分的に、ソースＲＡＴに関
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連するＱｏＳパラメータとターゲットＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータとを比較するこ
とによって、ターゲットＲＡＴがアプリケーションのための十分なＱｏＳを与えるかどう
かを判断することと、ターゲットＲＡＴがアプリケーションのための十分なＱｏＳを与え
ないと判断された場合、ターゲットＲＡＴに関するアプリケーションの適応された動作を
可能にすることとを行うように構成されたプロセッサをさらに備えることができる。
【０００８】
　本明細書で説明する第３の態様は、少なくとも、ＲＡＴ間ハンドオーバに関連するソー
スＲＡＴとターゲットＲＡＴとによる通信を可能にするアプリケーションを識別するため
の手段と、ソースＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータを、ターゲットＲＡＴに関連する少
なくとも１つの対応するＱｏＳパラメータにマッピングするための手段と、ターゲットＲ
ＡＴに関連する少なくとも１つのＱｏＳパラメータがアプリケーションのための不十分な
ＱｏＳを示す場合、ターゲットＲＡＴに関するアプリケーションの動作を適応させるため
の手段とを備えることができる、ワイヤレス通信システムにおいて動作可能な装置に関す
る。
【０００９】
　本明細書で説明する第４の態様は、コンピュータ可読媒体を備えることができるコンピ
ュータプログラム製品に関する。コンピュータ可読媒体は、コンピュータに、少なくとも
、ＲＡＴ間ハンドオーバに関連するソースＲＡＴとターゲットＲＡＴとによる通信を可能
にするアプリケーションを識別させるためのコードと、コンピュータに、ソースＲＡＴに
関連するＱｏＳパラメータを、ターゲットＲＡＴに関連する少なくとも１つの対応するＱ
ｏＳパラメータにマッピングさせるためのコードと、コンピュータに、ターゲットＲＡＴ
に関連する少なくとも１つのＱｏＳパラメータがアプリケーションのための不十分なＱｏ
Ｓを示す場合、ターゲットＲＡＴに関するアプリケーションの動作を適応させるためのコ
ードとを備えることができる。
【００１０】
　本明細書で説明する第５の態様は、第１のネットワーク上でパケットフローのためのＱ
ｏＳを初期化することと、初期化することに応答して、第２のネットワークへのトンネリ
ングを介して第２のネットワーク上のパケットフローのためのＱｏＳコンテキストを確立
することと、第１のネットワーク上でパケットフローのためのＱｏＳの変化を監視するこ
とと、第１のネットワーク上でのパケットフローのためのＱｏＳのそれぞれの監視された
変化に応答して、第２のネットワークへのトンネリングを介して第２のネットワーク上の
パケットフローのためのＱｏＳコンテキストを更新することとを備えることができる、ワ
イヤレス通信システムにおいて動作可能な方法に関する。
【００１１】
　本明細書で説明する第６の態様は、パケットフローと第１のネットワークと第２のネッ
トワークとに関係するデータを記憶するメモリを備えることができるワイヤレス通信装置
に関する。本ワイヤレス通信装置は、第１のネットワーク上でパケットフローのためのＱ
ｏＳを初期化することと、第２のネットワークへのトンネリングを介して第２のネットワ
ーク上のパケットフローのためのＱｏＳコンテキストを確立することと、第１のネットワ
ーク上でパケットフローのためのＱｏＳの変化を監視することと、第１のネットワーク上
でのパケットフローのためのＱｏＳのそれぞれの監視された変化に応答して、第２のネッ
トワークへのトンネリングを介して第２のネットワーク上のパケットフローのためのＱｏ
Ｓコンテキストを更新することとを行うように構成されたプロセッサをさらに備えること
ができる。
【００１２】
　本明細書で説明する第７の態様は、インターネットプロトコル（ＩＰ）フローと、ＩＰ
フローが利用され得る第１のネットワークおよび第２のネットワークとに関係するデータ
を取得するための手段と、第１のネットワーク上でＩＰフローのためのＱｏＳを初期化す
るための手段と、第１のネットワーク上でのＩＰフローのためのＱｏＳの初期化に応答し
て、第２のネットワークへのトンネリングを介して第２のネットワーク上のＩＰフローの
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ためのＱｏＳコンテキストを確立するための手段と、第１のネットワーク上でのＩＰフロ
ーのＱｏＳのそれぞれの変化に応答して、第２のネットワークへのトンネリングを介して
第２のネットワーク上のＩＰフローのためのＱｏＳコンテキストを更新するための手段と
を備えることができる、ワイヤレス通信システムにおいて動作可能な装置に関する。
【００１３】
　本明細書で説明する第８の態様は、コンピュータ可読媒体を備えることができるコンピ
ュータプログラム製品に関する。コンピュータ可読媒体は、コンピュータに、ＩＰフロー
と、ＩＰフローが利用され得る第１のネットワークおよび第２のネットワークとに関係す
るデータを取得させるためのコードと、コンピュータに、第１のネットワーク上でＩＰフ
ローのためのＱｏＳを初期化させるためのコードと、コンピュータに、第１のネットワー
ク上でのＩＰフローのためのＱｏＳの初期化に応答して、第２のネットワークへのトンネ
リングを介して第２のネットワーク上のＩＰフローのためのＱｏＳコンテキストを確立さ
せるためのコードと、コンピュータに、第１のネットワーク上でのＩＰフローのＱｏＳの
それぞれの変化に応答して、第２のネットワークへのトンネリングを介して第２のネット
ワーク上のＩＰフローのためのＱｏＳコンテキストを更新させるためのコードとを備える
ことができる。
【００１４】
　本明細書で説明する第９の態様は、ネットワークデバイスへのトンネリングを介して第
１のネットワーク上のネットワークデバイスに関連するパケットフローに関係する情報を
取得することと、パケットフローに対応する、非アクティブ状態にある第２のネットワー
クのためのＱｏＳコンテキストを初期化することと、第２のネットワークへのネットワー
クデバイスのエントリを検出することと、第２のネットワークへのネットワークデバイス
のエントリに応答して、第２のネットワークのためのＱｏＳコンテキストをアクティブに
することとを備えることができる、ワイヤレス通信システムにおいて動作可能な方法に関
する。
【００１５】
　本明細書で説明する第１０の態様は、ネットワークデバイスと、ネットワークデバイス
に関連する通信ネットワークと、ネットワークデバイスへのトンネリングとに関係するデ
ータを記憶するメモリを備えることができるワイヤレス通信装置に関する。本ワイヤレス
通信装置は、ネットワークデバイスへのトンネリングを介してネットワークデバイスに対
応するパケットフローに関係する情報を取得することと、非アクティブ状態にあるパケッ
トフローに対応するワイヤレス通信装置に関連する通信ネットワークのためのＱｏＳコン
テキストを初期化することと、ワイヤレス通信装置に関連する通信ネットワークへのネッ
トワークデバイスのエントリを検出することと、ワイヤレス通信装置に関連する通信ネッ
トワークへのネットワークデバイスのエントリに応答して、通信ネットワークのためのＱ
ｏＳコンテキストをアクティブにすることとを行うように構成されたプロセッサをさらに
備えることができる。
【００１６】
　本明細書で説明する第１１の態様は、ワイヤレス通信システムにおいて動作可能な装置
であって、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）と、ＵＥへのトンネリングとを識別するための手
段と、ＵＥへのトンネリングを介してＵＥに関連するネットワーク上のＵＥによって利用
されるＩＰフローに関係する情報を受信するための手段と、本装置に関連するネットワー
クのための、非アクティブ状態にあるＩＰフローのためのＱｏＳコンテキストを初期化す
るための手段と、本装置に関連するネットワークへのＵＥのエントリを検出したときに、
ＩＰフローのためのＱｏＳコンテキストをアクティブにするための手段とを備える装置に
関する。
【００１７】
　本明細書で説明する第１２の態様は、コンピュータ可読媒体を備えることができるコン
ピュータプログラム製品に関する。コンピュータ可読媒体は、コンピュータに、ＵＥと、
ＵＥへのトンネリングを識別させるためのコードと、コンピュータに、ＵＥへのトンネリ
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ングを介してＵＥに関連するネットワーク上のＵＥによって利用されるＩＰフローに関係
する情報を受信させるためのコードと、コンピュータに、関連するネットワークのための
、非アクティブ状態にあるＩＰフローのためのＱｏＳコンテキストを初期化させるための
コードと、コンピュータに、関連するネットワークへのＵＥのエントリを検出したときに
、ＩＰフローのためのＱｏＳコンテキストをアクティブにさせるためのコードとを備える
ことができる。
【００１８】
　本明細書で説明する第１３の態様は、ワイヤレス通信システムにおける通信を可能にす
るアプリケーションを識別することと、ＲＡＴに関連するネットワークへのエントリを検
出することと、ＲＡＴのためのＱｏＳがユーザ主導型であるかネットワーク主導型である
かを判断することと、ＲＡＴのためのＱｏＳがネットワーク主導型である場合、ネットワ
ーク確立されたＱｏＳに従ってアプリケーションの動作を指示することと、ＲＡＴのため
のＱｏＳがユーザ主導型である場合、ＱｏＳとは無関係にアプリケーションの動作を指示
することとを備えることができる、ワイヤレス通信システムにおいて動作可能な方法に関
する。
【００１９】
　本明細書で説明する第１４の態様は、ワイヤレス通信システムにおける通信を可能にす
るアプリケーションと、通信ネットワークと、通信ネットワークに関連するＲＡＴとに関
係するデータを記憶するメモリを備えることができるワイヤレス通信装置に関する。本ワ
イヤレス通信装置は、通信ネットワークへのエントリを検出することと、通信ネットワー
クに関連するＲＡＴがネットワーク主導型ＱｏＳを与える場合、ネットワーク確立された
ＱｏＳに従ってアプリケーションを利用することと、通信ネットワークに関連するＲＡＴ
がネットワーク主導型ＱｏＳを与えない場合、ＱｏＳとは無関係にアプリケーションを利
用することとを行うように構成されたプロセッサをさらに備えることができる。
【００２０】
　本明細書で説明する第１５の態様は、ネットワークアプリケーションと、通信ネットワ
ークと、通信ネットワークに関連するＲＡＴとを識別するための手段と、通信ネットワー
クへのエントリを検出するための手段と、通信ネットワークに関連するＲＡＴがネットワ
ーク主導型ＱｏＳを与える場合、ネットワーク確立されたＱｏＳに従ってアプリケーショ
ンを利用するための手段と、通信ネットワークに関連するＲＡＴがネットワーク主導型Ｑ
ｏＳを与えない場合、ＱｏＳとは無関係にアプリケーションを利用するための手段とを備
えることができる、ワイヤレス通信システムにおいて動作可能な装置に関する。
【００２１】
　本明細書で説明する第１６の態様は、コンピュータ可読媒体を備えることができるコン
ピュータプログラム製品に関する。コンピュータ可読媒体は、コンピュータに、ネットワ
ークアプリケーションと、通信ネットワークと、通信ネットワークに関連するＲＡＴとを
識別させるためのコードと、コンピュータに、通信ネットワークへのエントリを検出させ
るためのコードと、コンピュータに、通信ネットワークに関連するＲＡＴがネットワーク
主導型ＱｏＳを与える場合、ネットワーク確立されたＱｏＳに従ってアプリケーションを
利用させるためのコードと、コンピュータに、通信ネットワークに関連するＲＡＴがネッ
トワーク主導型ＱｏＳを与えない場合、ＱｏＳとは無関係にアプリケーションを利用させ
るためのコードとを備えることができる。
【００２２】
　本明細書で説明する第１７の態様は、少なくとも第１のＲＡＴと第２のＲＡＴとによる
通信を可能にするアプリケーションを識別することと、第１のＲＡＴから第２のＲＡＴへ
のアプリケーションのハンドオーバを検出することと、第２のＲＡＴに関連するネットワ
ークがアプリケーションのためのＱｏＳを初期化するように構成されるかどうかを判断す
ることと、判断することに少なくとも部分的に基づいて、第２のＲＡＴに関するアプリケ
ーションのためのＱｏＳを確立することとを備えることができる、ワイヤレス通信システ
ムにおいて動作可能な方法に関する。
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【００２３】
　本明細書で説明する第１８の態様は、少なくとも第１のＲＡＴと第２のＲＡＴとによる
通信を可能にするアプリケーションと、第１のＲＡＴから第２のＲＡＴへのアプリケーシ
ョンのハンドオーバとに関係するデータを記憶するメモリを備えることができるワイヤレ
ス通信装置に関する。本ワイヤレス通信装置は、第２のＲＡＴに関連するネットワークが
アプリケーションのためのＱｏＳを初期化するように構成されるかどうかの判断を実行す
ることと、判断に少なくとも部分的に基づいて、第２のＲＡＴに関するアプリケーション
のためのＱｏＳを確立することとを行うように構成されたプロセッサをさらに備えること
ができる。
【００２４】
　本明細書で説明する第１９の態様は、第１のＲＡＴから第２のＲＡＴへのアプリケーシ
ョンのハンドオーバを識別するための手段と、第２のＲＡＴに関するアプリケーションの
ためのＱｏＳがネットワーク主導型であるかユーザ主導型であるかの判断を行うための手
段と、判断に応答して、第２のＲＡＴに関するアプリケーションのためのＱｏＳを確立す
るための手段とを備えることができる、ワイヤレス通信システムにおいて動作可能な装置
に関する。
【００２５】
　本明細書で説明する第２０の態様は、コンピュータ可読媒体を備えることができるコン
ピュータプログラム製品に関する。コンピュータ可読媒体は、コンピュータに、第１のＲ
ＡＴから第２のＲＡＴへのアプリケーションのハンドオーバを識別させるためのコードと
、コンピュータに、第２のＲＡＴに関するアプリケーションのためのＱｏＳがネットワー
ク主導型であるかユーザ主導型であるかの判断を行わせるためのコードと、コンピュータ
に、判断に応答して、第２のＲＡＴに関するアプリケーションのためのＱｏＳを確立させ
るためのコードとを備えることができる。
【００２６】
　上記および関係する目的を達成するために、請求する主題の１つまたは複数の態様は、
以下で十分に説明し、特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添
付の図面に、請求する主題のいくつかの例示的な態様を詳細に記載する。ただし、これら
の態様は、請求する主題の原理を採用することができる様々な方法のほんのいくつかを示
すものである。さらに、開示する態様は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物
を含むものとする。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関
する効率的なＱｏＳコンテキスト転送を可能にするシステムのブロック図。
【図２】様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおいて利用される混合モードアプ
リケーションのためのＱｏＳの確立を可能にするシステムのブロック図。
【図３】様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおいて利用される混合モードアプ
リケーションのためのＱｏＳの確立を可能にするシステムのブロック図。
【図４】様々な態様による、ＲＡＴ間ハンドオーバにわたってＱｏＳを変換することに関
するフロー対ベアラマッピングを識別するためのシステムのブロック図。
【図５】様々な態様による、複数のＲＡＴに対応するＱｏＳパラメータのマッピングを可
能にするシステムのブロック図。
【図６】様々な態様による、複数のＲＡＴに対応するＱｏＳパラメータのマッピングを可
能にするシステムのブロック図。
【図７】様々な態様による、複数のＲＡＴに対応するＱｏＳパラメータのマッピングを可
能にするシステムのブロック図。
【図８】本明細書で説明する様々な態様が機能することができる、ＲＡＴのセットに関す
る例示的なＱｏＳパラメータ構成を示す図。
【図９】様々な態様による、連続ハンドオーバに関してＱｏＳパラメータの保存を可能に
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するシステムのブロック図。
【図１０】様々な態様による、連続ハンドオーバに関してＱｏＳパラメータの保存を可能
にするシステムのブロック図。
【図１１】様々な態様による、ＲＡＴ間ハンドオーバの後に１つまたは複数のネットワー
クアプリケーションのための不十分なＱｏＳを処理するためのシステムのブロック図。
【図１２】様々な態様による、トンネルモード動作を介して複数のＲＡＴに関してＱｏＳ
情報を維持するためのシステムのブロック図。
【図１３】様々な態様による、ＱｏＳ情報を維持するために利用され得る例示的なトンネ
リング構成を示す図。
【図１４】様々な態様による、ＲＡＴ間ハンドオーバ中のＱｏＳ確立動作の処理を可能に
するシステムのブロック図。
【図１５】様々な態様による、ＲＡＴ間ハンドオーバ中のＱｏＳ確立動作の処理を可能に
するシステムのブロック図。
【図１６】ワイヤレス通信システムにおいて利用される混合モードアプリケーションのた
めのＱｏＳの確立を管理するための方法の流れ図。
【図１７】ワイヤレス通信システムにおいて利用される混合モードアプリケーションのた
めのＱｏＳの確立を管理するための方法の流れ図。
【図１８】ワイヤレス通信システムにおいて利用される混合モードアプリケーションのた
めのＱｏＳの確立を管理するための方法の流れ図。
【図１９】ワイヤレス通信システムにおいて利用される混合モードアプリケーションのた
めのＱｏＳの確立を管理するための方法の流れ図。
【図２０】ＲＡＴ間ハンドオーバに関連するフロー対ベアラＱｏＳマッピングを実行する
ための方法の流れ図。
【図２１】複数のＲＡＴに対応するＱｏＳパラメータのマッピングを可能にする方法の流
れ図。
【図２２】複数のＲＡＴに対応するＱｏＳパラメータのマッピングを可能にする方法の流
れ図。
【図２３】複数のＲＡＴ間ハンドオーバに関してＱｏＳパラメータの保存を可能にする方
法の流れ図。
【図２４】複数のＲＡＴ間ハンドオーバに関してＱｏＳパラメータの保存を可能にする方
法の流れ図。
【図２５】ＲＡＴ間ハンドオーバの後にＱｏＳが格下げされた場合、ネットワークアプリ
ケーションの動作を適応させるための方法の流れ図。
【図２６】複数のＲＡＴに関してＱｏＳ情報を維持するためにトンネリングを利用するた
めの方法の流れ図。
【図２７】複数のＲＡＴに関してＱｏＳ情報を維持するためにトンネリングを利用するた
めの方法の流れ図。
【図２８】ＲＡＴ間ハンドオーバ中にＱｏＳ確立動作を処理するための方法の流れ図。
【図２９】ＲＡＴ間ハンドオーバ中にＱｏＳ確立動作を処理するための方法の流れ図。
【図３０】ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏ
Ｓコンテキスト転送を可能にする装置のブロック図。
【図３１】ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏ
Ｓコンテキスト転送を可能にする装置のブロック図。
【図３２】ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏ
Ｓコンテキスト転送を可能にする装置のブロック図。
【図３３】ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏ
Ｓコンテキスト転送を可能にする装置のブロック図。
【図３４】ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏ
Ｓコンテキスト転送を可能にする装置のブロック図。
【図３５】ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏ
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Ｓコンテキスト転送を可能にする装置のブロック図。
【図３６】ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏ
Ｓコンテキスト転送を可能にする装置のブロック図。
【図３７】ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏ
Ｓコンテキスト転送を可能にする装置のブロック図。
【図３８】ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏ
Ｓコンテキスト転送を可能にする装置のブロック図。
【図３９】ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏ
Ｓコンテキスト転送を可能にする装置のブロック図。
【図４０】ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏ
Ｓコンテキスト転送を可能にする装置のブロック図。
【図４１】ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏ
Ｓコンテキスト転送を可能にする装置のブロック図。
【図４２】ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏ
Ｓコンテキスト転送を可能にする装置のブロック図。
【図４３】ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏ
Ｓコンテキスト転送を可能にする装置のブロック図。
【図４４】本明細書に記載する様々な態様によるワイヤレス多元接続通信システムを示す
図。
【図４５】本明細書で説明する様々な態様が機能することができる、例示的なワイヤレス
通信システムを示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　次に、図面を参照しながら請求する主題の様々な態様について説明する。図面全体にわ
たって、同様の要素を指すのに同様の参照符号を使用する。以下の記述では、説明の目的
で、１つまたは複数の態様の完全な理解を与えるために多数の具体的な詳細を記載する。
ただし、そのような（１つまたは複数の）態様は、これらの具体的な詳細なしに実施され
得ることは明らかであろう。他の例では、１つまたは複数の態様の説明を円滑にするため
に、よく知られている構造およびデバイスをブロック図の形態で示す。
【００２９】
　本出願で使用する「構成要素」、「モジュール」、「システム」などの用語は、ハード
ウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組合せ、ソフトウェア、または
実行中のソフトウェアなど、コンピュータ関連のエンティティを指すものとする。たとえ
ば、構成要素は、プロセッサ上で実行されるプロセス、集積回路、オブジェクト、実行フ
ァイル、実行スレッド、プログラム、および／またはコンピュータとすることができるが
、これらに限定されない。例として、コンピューティングデバイス上で実行されるアプリ
ケーションと、そのコンピューティングデバイスの両方を構成要素とすることができる。
１つまたは複数の構成要素がプロセスおよび／または実行スレッド内に常駐することがで
き、１つの構成要素を１つのコンピュータ上に配置し、および／または２つ以上のコンピ
ュータ間に分散することができる。さらに、これらの構成要素は、様々なデータ構造を記
憶している様々なコンピュータ可読媒体から実行することができる。これらの構成要素は
、１つまたは複数のデータパケット（たとえば、ローカルシステム、分散システム内、お
よび／または他のシステムを用いるインターネットなどのネットワーク上の別の構成要素
と信号を介して相互作用する１つの構成要素からのデータ）を有する信号によるなど、ロ
ーカルおよび／またはリモートプロセスを介して通信することができる。
【００３０】
　さらに、本明細書ではワイヤレス端末および／または基地局に関する様々な態様につい
て説明する。ワイヤレス端末は、ユーザにボイスおよび／またはデータ接続性を提供する
デバイスを指すことがある。ワイヤレス端末は、ラップトップコンピュータまたはデスク
トップコンピュータなどのコンピューティングデバイスに接続され得、あるいは携帯情報
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端末（ＰＤＡ）などの自蔵式デバイスとすることができる。ワイヤレス端末はまた、シス
テム、加入者ユニット、加入者局、移動局、モバイル、リモート局、アクセスポイント、
リモート端末、アクセス端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、また
はユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれることがある。ワイヤレス端末は、加入者局、ワイヤレス
デバイス、セルラー電話、ＰＣＳ電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（Ｓ
ＩＰ）電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤ
レス接続機能を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された他の
処理デバイスとすることができる。基地局（たとえば、アクセスポイントまたはノードＢ
）は、１つまたは複数のセクタを通して、エアインターフェースを介してワイヤレス端末
と通信する、アクセスネットワーク中のデバイスを指すことがある。基地局は、受信した
エアインターフェースフレームをインターネットプロトコル（ＩＰ）パケットに変換する
ことによって、ワイヤレス端末と、ＩＰネットワークを含むことができるアクセスネット
ワークの残部との間のルータとして働くことができる。基地局はまた、エアインターフェ
ースの属性の管理を調整する。
【００３１】
　その上、本明細書で説明する様々な機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウ
ェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装した場合、機能は、１
つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体に記憶されるか、あるいは
コンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別
の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ
記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアク
セスされ得る利用可能な媒体とすることができる。限定ではなく例として、そのようなコ
ンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディ
スクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは
命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用
され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる
。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェ
アが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳ
Ｌ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブ
サイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファ
イバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などの
ワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）および
ディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（disc）、
光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商
標）ディスク（disk）およびブルーレイ（登録商標）ディスク（disc）（ＢＤ）を含み、
ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレ
ーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきで
ある。
【００３２】
　本明細書で説明する様々な技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多
元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分
割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シス
テム、および他のそのようなシステムなど、様々なワイヤレス通信システムに対して使用
され得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、本明細書ではしばしば互
換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ
　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）、ＣＤＭＡ２０００などの無線技術を実装する
ことができる。ＵＴＲＡは、Ｗｉｄｅｂａｎｄ－ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）およびＣＤＭ
Ａの他の変形態を含む。さらに、ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およ
びＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡシステムは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　
ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）（登録商標）などの無
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線技術を実装することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ
－ＵＴＲＡ）、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８
０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２
０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装することができる。ＵＴＲ
ＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉ
ｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ
　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）は、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを採用し、アップリ
ンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを採用するＥ－ＵＴＲＡを使用する今度のリリースである。Ｕ
ＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉ
ｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書
に記載されている。さらに、ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２」（３ＧＰＰ２）と称する団体
からの文書に記載されている。
【００３３】
　いくつかのデバイス、構成要素、モジュールなどを含むことができるシステムに関して
、様々な態様を提示する。様々なシステムは、追加のデバイス、構成要素、モジュールな
どを含み、および／または各図に関連して説明するデバイス、構成要素、モジュールなど
の一部もしくは全部を省略し得ることを理解および諒解されたい。これらの手法の組合せ
を使用することもできる。
【００３４】
　次に図面を参照すると、図１に、本明細書で説明する様々な態様による、ワイヤレス通
信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱｏＳコンテキスト転送を可
能にするシステム１００が示されている。図１に示されるように、システム１００は、１
つまたは複数のネットワーク１０４と通信することができる（本明細書では、モバイルデ
バイスまたは局、端末、アクセス端末（ＡＴ）などとも呼ぶ）１つまたは複数のＵＥ１０
２を含むことができる。一例では、それぞれのネットワーク１０４は、たとえば、３ＧＰ
Ｐ　ＬＴＥ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate Packet Data）、ＷｉＭａｘ、
ＷＬＡＮ、ＵＭＴＳなど、様々なＲＡＴに従って動作することができる。さらに、システ
ム１００中のそれぞれのネットワーク１０４は、それぞれのＵＥ１０２、ネットワークコ
ントローラ、および／または他の好適なネットワークエンティティに通信サービスを提供
する基地局（たとえば、ノードＢまたは発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、セルまたはネットワ
ークセル、アクセスポイント（ＡＰ）、ネットワークノードなど）など、１つまたは複数
のネットワークエンティティを含むことができ、および／または場合によってはそれらに
関連することができる。一態様によれば、ＵＥ１０２は、（１つまたは複数の）ネットワ
ーク１０４との１つまたは複数のアップリンク（ＵＬ、本明細書では逆方向リンク（ＲＬ
）とも呼ぶ）通信に関与することができ、同様に、（１つまたは複数の）ネットワーク１
０４は、ＵＥ１０２への１つまたは複数のダウンリンク（ＤＬ、本明細書では順方向リン
ク（ＦＬ）とも呼ぶ）通信に関与することができる。
【００３５】
　一態様によれば、ＵＥ１０２は、複数のＲＡＴに従って通信するように動作可能な多重
無線ワイヤレスデバイスおよび／または別の好適なデバイスとすることができる。したが
って、ＵＥ１０２は、その各々が１つまたは複数のＲＡＴに関連することができる複数の
ネットワーク１０４との通信が可能であり得る。一例では、ＵＥ１０２がネットワーク１
０４のカバレージを出て、現在のサービングネットワーク１０４に関連するＲＡＴによっ
て提供されるサービス以外のサービスを必要とする場合、および／または他の好適なトリ
ガリングイベントの発生時に、ＵＥ１０２と１つまたは複数のネットワーク１０４とは、
ＵＥ１０２が（本明細書ではソースネットワークと呼ぶ）第１のネットワーク１０４を出
て、（本明細書ではターゲットネットワークと呼ぶ）第２のネットワーク１０４に入るハ
ンドオーバ動作を実行することができる。ハンドオーバのためのソースネットワーク１０
４とターゲットネットワーク１０４とが異なるＲＡＴを利用する場合、ハンドオーバは、
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ＲＡＴ間またはＩＲＡＴハンドオーバと呼ばれる。以下の説明に関して、本明細書では、
ＬＴＥ　ＲＡＴとＨＲＰＤ　ＲＡＴとの間のハンドオーバについての様々な例が提供され
ているが、本明細書で提供する技法は、任意の好適なＲＡＴ間の任意のＲＡＴ間ハンドオ
ーバのコンテキストにおいて適用され得ることを諒解されたい。さらに、別段に明記され
ていない限り、請求する主題は、特定のＲＡＴまたはそれらの間のハンドオーバに限定さ
れるものではないことを諒解されたい。
【００３６】
　別の態様によれば、ＵＥ１０２は、システム１００中の（１つまたは複数の）ネットワ
ーク１０４および／または他のエンティティに通信するために、１つまたは複数のネット
ワークアプリケーションを利用することができる。そのようなアプリケーションは、最大
ビットレート（ＭＢＲ）、アグリゲートＭＢＲ（ＡＭＢＲ）、保証ビットレート（ＧＢＲ
）、（たとえば、ＱｏＳクラス識別子（ＱＣＩ）などによって与えられる）チャネル品質
などに関する、アプリケーションのための最小必要性能を指定することができる様々なＱ
ｏＳパラメータに関連することができる。一例では、ＵＥ１０２は、１つまたは複数の関
連するアプリケーションのためのそのようなパラメータを取得するために、ＱｏＳ予約プ
ロシージャを利用することができる。その後、ＵＥ１０２のためのＲＡＴ間ハンドオーバ
が開始され得、そのときに、ＵＥ１０２に対応するＱｏＳコンテキストがソースＲＡＴか
らターゲットＲＡＴに転送されるように構成され得る。したがって、実質的に急速な方法
でそのようなＱｏＳコンテキスト転送を実行するための技法を実装することが望ましいで
あろう。さらに、ＱｏＳをＵＥ１０２が開始すべきか、ネットワーク１０４が開始すべき
かが不明瞭である場合をＵＥ１０２が処理することができる機能を実装することが望まし
いであろう。第３に、異なるＲＡＴ間でＱｏＳパラメータが異なる場合、ネットワーク１
０４が、リソース利用可能性に基づいて、新しいＲＡＴにおいて変換されたＱｏＳを割り
当てることを可能にするための技法を実装することが望ましいであろう。第４に、ＵＥ１
０２は、新しいＱｏＳが許容できるか否かを判断することと、いずれの場合も適切なアク
ションをとることとを行う能力を有することが望ましいであろう。
【００３７】
　ＬＴＥとＨＲＰＤとの間のハンドオーバの特定の非限定的な事例では、システム１００
中の様々なアプリケーションおよび／または他の動作は、ネットワークまたはデバイスが
ＱｏＳを開始することを可能にするオプションで構成され得る。したがって、場合によっ
ては、ＵＥ１０２が、たとえば、所与のアプリケーションのためのＱｏＳをＵＥ１０２が
開始すべきか、ネットワーク１０４が開始すべきかを判断するために、どのルールに従う
べきかが不明瞭である。ＵＥ１０２とネットワーク１０４の両方によるＱｏＳの開始は、
効率の低下を生じ得ることが諒解でき、したがって、ＱｏＳを定義するための明確に定義
されたプロシージャが望ましいことが諒解できよう。
【００３８】
　さらに、ある無線領域から別の無線領域への転送が試みられる場合、システム１００は
、ソースネットワーク１０４が、ＱｏＳフローをセットアップし、他のそのような動作を
実行した後に、ハンドオーバにおいてＱｏＳをターゲットネットワーク１０４にプッシュ
することを受け持つという予想の下で動作することができる。したがって、ＬＴＥ対ＨＲ
ＰＤハンドオーバの例では、ＱｏＳは、ＬＴＥネットワークからＨＲＰＤネットワークに
プッシュされ得る。しかしながら、そのような場合、ＱｏＳを継続するためのルールは、
ＲＡＴ間の変換により不明瞭であり得る。さらに、ＱｏＳがネットワーク主導型であるネ
ットワークからＱｏＳがデバイス主導型であるネットワークへのハンドオーバ、またはそ
の逆の場合、さらなる複雑化が起こり得、そのためのソリューションが望ましい。
【００３９】
　別の特定の例では、異なる無線領域は、ＱｏＳパラメータがＲＡＴにわたって同じでな
いような、ＱｏＳを指定するための異なるルールを有することができることが諒解できよ
う。したがって、たとえば、ＬＴＥは、各値が異なるＱｏＳクラス（たとえば、ベストエ
フォートサービス、レイテンシ敏感サービス、データレート敏感サービスなど）を表す列
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挙値として実装され得るＱＣＩによってＱｏＳパラメータを指定することができる。対照
的に、発展型ＨＲＰＤ（ｅＨＲＰＤ）は、トラフィックタイプ、必要とされるレイテンシ
および／またはデータレートなどを示す明確な値として実装され得るフロープロファイル
などによってＱｏＳを指定することができる。別の対照的な例では、ＷＬＡＮは、特定の
フローの制御部分とデータ部分とを区別することができる（たとえば、制御のための４つ
のサービスタイプとデータのための４つのサービスタイプとに対応する８つの総ＱｏＳレ
ベルを生じる）ＱｏＳレベルの指定された数（たとえば、４）によってＱｏＳを指定する
ことができる。したがって、異なるＲＡＴによって利用されるＱｏＳパラメータ間の異な
る詳細レベルと、異なるＲＡＴ間でＱｏＳ値がどのようにマッピングされるかに関する、
それぞれのＲＡＴの異なる予想とにより、場合によっては、ＲＡＴ間でＱｏＳをどのよう
にマッピングするかは不明瞭であり得る。
【００４０】
　したがって、少なくとも上記に鑑みて、システム１００中のＵＥ１０２および（１つま
たは複数の）ネットワーク１０４は、様々な態様による、ＲＡＴ間ハンドオーバにおける
ＱｏＳ管理の上記の短所に対処することと、そのようなハンドオーバ中のＱｏＳコンテキ
ストの効率的な転送を可能にすることとを行うための様々な技法および／または他の手段
を利用することができる。たとえば、ＲＡＴ間ハンドオーバ時に混合モード動作のために
（たとえば、ＱｏＳ確立モジュール１２０を介して）ＱｏＳをＵＥ１０２が確立すべきか
、ネットワーク１０４が確立すべきかについてのルールを定義および／または適用するた
めに、ＵＥ１０２のＱｏＳセットアップ指示アナライザ１１０および／またはネットワー
ク１０４のＱｏＳセットアップインジケータモジュール１７０が利用され得る。第２の例
では、ＵＥ１０２は、ＲＡＴ間ハンドオーバにわたってＱｏＳを変換するときにインター
ネットプロトコル（ＩＰ）ベアラマッピングを判断するために、フロー／ベアラマッピン
グモジュール１３０および／または他の手段を利用することができる。第３の例では、Ｕ
Ｅ１０２および／またはネットワーク１０４は、異なるＲＡＴのＱｏＳパラメータをマッ
ピングすることを可能にするＱｏＳマッピングモジュール１４０を含むことができる。第
４の例では、ＵＥ１０２および／またはネットワーク１０４は、ＲＡＴ間ハンドオーバの
コンテキストにおいてトンネルモード中にＱｏＳを維持するために、トンネリングモジュ
ール１５０および／または他の手段を利用することができる。第５の例では、新しいＲＡ
ＴにおいてＱｏＳが許容できない場合、１つまたは複数のアクションを可能にするために
、ＵＥ１０２のＱｏＳ障害ハンドラモジュール１６０が利用され得る。第６の例では、Ｕ
Ｅ１０２および／またはネットワーク１０４は、複数のハンドオーバ時にＱｏＳ低下を回
避するために、ＱｏＳ記憶モジュール１８０および／または他の手段を含むことができる
。ＵＥ１０２とネットワーク１０４とに関連するモジュール１１０～１８０および／また
は他の好適な機構が利用され得る様々な例を本明細書でさらに詳細に与える。
【００４１】
　本明細書で説明する技法のうちの１つまたは複数を利用することによって、ＲＡＴ間ハ
ンドオーバ後にターゲットアクセス技術に関して等価なＱｏＳが継続され得ることが諒解
できよう。さもなければ、アンダープロビジョニングされたＱｏＳの場合、不満足なユー
ザエクスペリエンスが起こり得るか、または場合によっては、対応するアプリケーション
が、基礎をなすサービスを終了し得ることが諒解できよう。代替的に、オーバープロビジ
ョニングされたＱｏＳの場合、ネットワークにおけるＱｏＳリソースの浪費、ユーザへの
潜在的な過剰課金、および／または他の結果が生じ得ることが諒解できよう。
【００４２】
　次に図２を参照すると、ワイヤレス通信システムにおいて利用される混合モードアプリ
ケーションのためのＱｏＳの確立を可能にする第１のシステム２００が示されている。図
２に示されるように、システム２００は、１つまたは複数のＲＡＴと、１つまたは複数の
ネットワークアプリケーションもしくは他のサービスとによって互いに通信することがで
きる、ＵＥ１０２とネットワーク１０４とを含むことができる。一例では、アプリケーシ
ョンは、常にＵＥ主導型（たとえば、タイプ１アプリケーション）とすることができ、そ
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の場合、ネットワーク１０４がＱｏＳを開始することを予想されないように、アプリケー
ションのためのＱｏＳはデバイスからプッシュされる。代替的に、アプリケーションは、
常に、ネットワーク１０４がＱｏＳを開始することを受け持つようなネットワーク主導型
（たとえば、タイプ２アプリケーション）とすることができる。しかしながら、タイプ３
または「混在モード」アプリケーションなど、いくつかのタイプのアプリケーションでは
、（たとえば、アプリケーションサーバ（ＡＳ）および／または他の手段を介して）Ｑｏ
Ｓを開始することをＵＥ１０２が受け持つかネットワーク１０４が受け持つかは不明瞭で
ある。したがって、そのような場合、ＵＥ１０２とネットワーク１０４の両方がＱｏＳを
開始することを試み得、これは非効率になり得、および／または矛盾するかもしくは不正
確なＱｏＳを生じ得る。例として、そのようなアプリケーションは、ホームネットワーク
ではネットワーク制御されたＱｏＳを使用するサービスに対応することができるが、Ｑｏ
Ｓがネットワーク側で保証され得ない訪問先ネットワークではＵＥ制御されたＱｏＳを使
用するように構成される。
【００４３】
　したがって、ＵＥ１０２および／またはネットワーク１０４は、混合モードアプリケー
ションのためにＱｏＳがどのように開始されるべきかを判断するためのルールおよび／ま
たは他の機構を確立するための１つまたは複数の技法を利用することができる。第１の例
では、ネットワーク１０４は、フラグおよび／または他の機構を使用して、（たとえば、
ＱｏＳセットアップインジケータモジュール１７０または他の手段を介して）ＵＥ１０２
およびネットワーク１０４の中から、ＱｏＳを開始することを誰が受け持つべきかを示す
ことができる。したがって、たとえば、ネットワーク１０４は、少なくとも１つのＵＥ１
０２との通信を可能にするアプリケーションを識別することと、アプリケーションのため
のＱｏＳがネットワーク主導型であるべきか、少なくとも１つのＵＥ１０２によって開始
されるべきかを判断することと、判断の結果の指示を構築することと、（たとえば、Ｑｏ
Ｓセットアップインジケータモジュール１７０を介して）指示を少なくとも１つのＵＥ１
０２に伝達することとを行うことができる。ＱｏＳがネットワーク１０４によって確立さ
れるべきである場合、ＱｏＳを確立するために、ネットワーク１２０のＱｏＳ確立モジュ
ール１２０および／または他の手段が利用され得、確立されたＱｏＳをＵＥ１０２に伝達
するために、ＱｏＳシグナリングモジュール２２２などが利用され得る。逆に、ＱｏＳが
ＵＥ主導型であるべき場合、ＱｏＳを確立するために、ＵＥ１０２のＱｏＳ確立モジュー
ル１２０などが利用され得る。
【００４４】
　一例では、ＱｏＳがＵＥ１０２によって開始されるべきか、ネットワーク１０４によっ
て開始されるべきかの指示は、基礎をなすアプリケーションのためのＱｏＳを確立するプ
ロセスにおいて、アプリケーションごとにネットワーク１０４によって与えられ得るか、
または代替的に、ネットワーク１０４は、たとえば、すべてのアプリケーションのための
ＱｏＳならびに／あるいはアプリケーションの１つまたは複数のクラスもしくはカテゴリ
ーのためのＱｏＳが、常にネットワーク１０４によってプッシュされるか、またはネット
ワーク１０４によって決してプッシュされないことを規定するグローバルフラグおよび／
または他の指示を与えることができる。したがって、ＱｏＳセットアップインジケータモ
ジュール１７０は、複数のアプリケーションのためのＱｏＳがネットワーク主導型である
べきか、少なくとも１つのＵＥ１０２によって開始されるべきかに関係するグローバル指
示を構築することができ、その後、グローバル指示は少なくとも１つのＵＥ１０２に伝達
され得、または代替的に、ＱｏＳセットアップインジケータモジュール１７０は、アプリ
ケーションのためのＱｏＳがネットワーク主導型であるべきか、少なくとも１つのＵＥ１
０２によって開始されるべきかに関係する、アプリケーションごとの指示を構築すること
ができ、それに基づいて、アプリケーションごとの指示は、少なくとも１つのＵＥ１０２
に伝達され得る。
【００４５】
　相応して、ＵＥ１０２は、システム２００内での通信のために利用されるべきアプリケ



(16) JP 5774692 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

ーションを識別することと、ネットワーク１０４から、アプリケーションに関連するＱｏ
Ｓ開始に関係する指示を受信することと、指示に少なくとも部分的に基づいて、アプリケ
ーションのためのＱｏＳを開始すべきか、アプリケーションのためのＱｏＳのネットワー
ク開始を待つべきかを（たとえば、ＱｏＳセットアップ指示アナライザ１１０および／ま
たは他の好適な手段を介して）判断することとを行うことができる。上記で説明したよう
に、指示は、複数のアプリケーションのためのＱｏＳ開始に関係するグローバル指示か、
あるいは１つまたは複数の特定のアプリケーションのためのＱｏＳ開始に関係するアプリ
ケーションごとの指示とすることができる。
【００４６】
　一態様によれば、ＵＥ１０２によって受信された指示が、アプリケーションのためのＱ
ｏＳがモバイル主導型であることを規定する場合、ＵＥ１０２は、ＱｏＳ確立モジュール
１２０および／または他の好適な手段を介してアプリケーションのためのＱｏＳを開始す
ることができる。代替的に、指示が、アプリケーションのためのＱｏＳがネットワーク主
導型であることを規定する場合、ＵＥ１０２は、アプリケーションのためのＱｏＳのネッ
トワーク開始を待つように構成され得る。しかしながら、ＵＥ１０２がＱｏＳのネットワ
ーク開始を待つように構成されるいくつかの場合において、ネットワーク１０４は、最終
的に、アプリケーションによって必要とされるＱｏＳとは異なるＱｏＳを与え得ることが
諒解できよう。そのような場合、ＵＥ１０２は、タイマーモジュール２１２および／また
は他の機構によって制御され得る内部タイマーを利用することができ、タイマーモジュー
ル２１２および／または他の機構は、（たとえば、ＱｏＳアナライザ２１４などによって
判断される）許容できるＱｏＳが、ある時間内にネットワーク１０４によってセットアッ
プされなかった場合、ＵＥ主導型ＱｏＳセットアップおよび／または他の適切なアクショ
ンをトリガするために利用され得る。たとえば、ＵＥ１０２は、（たとえば、アプリケー
ションによるＱｏＳについての要求を介して）ＱｏＳの開始に応答してタイマーを初期化
することと、タイマーによって指定された時間の間アプリケーションのためのＱｏＳのネ
ットワーク開始を待つことと、アプリケーションのために許容できると見なされるＱｏＳ
が、タイマーによって指定された時間内にネットワークによって開始されない場合、アプ
リケーションのためのＱｏＳを開始することとを行うことができる。さらなる一例では、
ＵＥ主導型ＱｏＳセットアップがタイマーの満了に従うことができない場合、基礎をなす
（１つまたは複数の）アプリケーションに通知すること、および／またはＱｏＳセットア
ップ障害への適応のための他の好適なアクションを可能にすることを行うために、ＱｏＳ
障害ハンドラモジュール１６０が利用され得る。
【００４７】
　代替的に、ＵＥ１０２は、ＱｏＳの開始を常に試みることと、ネットワーク１０４がそ
れ自体でＱｏＳをセットアップすることを選択した場合にＱｏＳを拒否するためにネット
ワーク１０４に依拠することとを行うように構成され得る。これを図３中のシステム３０
０によってさらに詳細に示す。一態様によれば、システム３００中のＵＥ１０２およびネ
ットワーク１０４は、ＱｏＳを誰が開始するかに関する仮定がない試行錯誤手法を使用し
て動作することができる。代わりに、ＵＥ１０２は、すべての場合にＱｏＳ開始を試みる
ように構成され得、ネットワーク１０４は、それがＱｏＳ開始を処理することを意味する
拒否をＵＥ１０２に伝達するために、ＱｏＳ拒否インジケータモジュール３２２および／
または他の手段を利用することができる。したがって、一例では、ネットワーク１０４は
、ＵＥ１０２と、ネットワーク通信のためにＵＥ１０２によって利用されるアプリケーシ
ョンとを識別することと、アプリケーションに関する、ＵＥ１０２による試みられたＱｏ
Ｓ開始を検出することと、アプリケーションのためのＱｏＳがネットワーク主導型である
と見なされる場合、アプリケーションに関する、ＵＥによる試みられたＱｏＳ開始を検出
したことに応答して、ＵＥ１０２に拒否メッセージングを通信することとを行うことがで
きる。逆に、ＵＥ１０２は、ネットワーク１０４との通信を可能にするアプリケーション
のためのＱｏＳの初期化を試みることと、ネットワーク１０４からＱｏＳ拒否が受信され
たかどうかを（たとえば、ＱｏＳ拒否アナライザ３１２および／または他の好適な手段を
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使用して）判断することと、ネットワーク１０４からＱｏＳ拒否を受信したことに応答し
て、ＱｏＳ拒否に少なくとも部分的に基づいて、ネットワーク１０４からのアプリケーシ
ョンのためのＱｏＳの初期化を待つこととを行うことができる。
【００４８】
　一態様によれば、ネットワーク１０４のＱｏＳ拒否インジケータモジュール３２２およ
び／または他の好適な機構は、ＱｏＳのネットワーク開始が実行されることを示すために
、「ソフト拒否」またはソフトＱｏＳ拒否を示すように拒否メッセージングを構成するこ
とができる。たとえば、ＱｏＳ拒否がソフト拒否であることを示すために、（たとえば、
拒否メッセージング中の理由コードフィールド内で）ネットワーク１０４によって特殊理
由コードが利用され、それにより、そのような拒否がＵＥ１０２によって通常のＱｏＳ拒
否と区別されることが可能になり得る。たとえば、ＵＥ１０２に関連するＱｏＳ拒否アナ
ライザ３１２および／または他の機構は、ネットワーク１０４から受信されたＱｏＳ拒否
が、ソフト拒否を示す少なくとも１つのフィールドを含むかどうかを判断することと、ネ
ットワーク１０４から、ＱｏＳのネットワーク開始を示す少なくとも１つのフィールドを
含むＱｏＳ拒否を受信したことに応答して、ネットワーク１０４からのアプリケーション
のためのＱｏＳの初期化を待つことを可能にすることとを行うことができる。
【００４９】
　別の態様によれば、上記で説明したように、ＵＥ１０２がソフト拒否メッセージを受信
したとき、ネットワーク１０４がいつかＱｏＳをセットアップすることを可能にするため
に、タイマーモジュール２１２および／または他の好適なタイマー機構がＵＥ１０２によ
って使用され得る。ネットワーク１０４がタイマーによって指定された時間内にＱｏＳを
セットアップしない場合、ＵＥ１０２は、ＱｏＳが利用可能でないことを（たとえば、Ｑ
ｏＳ障害ハンドラモジュール１６０を介して）基礎をなすアプリケーションに通知するこ
と、それ自体でＱｏＳを開始すること、および／または他の好適な（１つまたは複数の）
アクションをとることを行うことができる。たとえば、ＵＥ１０２に拒否メッセージング
を通信したときに、ネットワーク１０４は、所定の時間間隔内にアプリケーションのため
のＱｏＳを開始するように構成され得る。相応して、ＵＥ１０２は、ネットワーク１０４
からＱｏＳ拒否を受信したことに応答して、所定の時間間隔に対応するタイマーを初期化
することと、タイマーに対応する所定の時間間隔の間ネットワーク１０４からのアプリケ
ーションのためのＱｏＳの初期化を待つこととを行うことができる。その後、タイマーに
対応する所定の時間間隔の満了時に、アプリケーションのために許容できると見なされる
ＱｏＳの初期化がネットワーク１０４によって実行されていないと判断された場合、ＵＥ
１０２は、アプリケーションのためのＱｏＳの初期化を再び試みること、ＱｏＳがアプリ
ケーションのために利用可能でないことをアプリケーションに通知すること、および／ま
たは他の好適なアクションを実行することを行うことができる。
【００５０】
　したがって、図２～図３によって示されるように、ＵＥ１０２は、様々な方法でタイマ
ーモジュール２１２を活用することができる。たとえば、タイマーモジュール２１２は、
ソフト拒否に基づくタイマー、デフォルトアクティブ化タイマー、および／または他の好
適なタイマー機構を実装するために利用され得る。一例では、タイマーモジュール２１２
は、機能の複数の態様を実装するために利用され得る。したがって、たとえば、ＵＥ１０
２は、ネットワーク１０４によるＱｏＳの初期化を待つために第１のタイマーを利用し、
その後、ＵＥにおいてＱｏＳを初期化しながら、ＱｏＳ拒否メッセージングを確認するた
めに第２のタイマーを利用し、それにより、ネットワーク１０４がソフト拒否シグナリン
グをサポートしないか、またはネットワーク１０４が、（たとえば、ネットワーク主導型
アプリケーションの場合）ＱｏＳを確立するために指定されたが、ＱｏＳを確立すること
ができない場合、フェイルセーフを与えることができる。
【００５１】
　別の態様によれば、図２～図３によって示される様々な機構および／または他の好適な
機構は、ＵＥ１０２および／またはネットワーク１０４によって使用されるＱｏＳフロー
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の優先度付けを可能にするために利用され得る。たとえば、ＱｏＳフローがハンドオーバ
のターゲット側でセットアップされる場合、ＵＥ１０２は、所与の優先順序でターゲット
に関連するように構成され得る。したがって、ＱｏＳフローを確立するために選択される
順序は、関係するＱｏＳパラメータ（たとえば、ＱＣＩなど）によって規定される優先順
序に基づいて構成され得る。
【００５２】
　次に図４を参照すると、様々な態様による、ＲＡＴ間ハンドオーバにわたってＱｏＳを
変換することに関するフロー対ベアラマッピングを識別するためのシステム４００のブロ
ック図が示されている。一態様によれば、インターネットプロトコル（ＩＰ）フローは、
そのフローにどのパケットが割り当てられるべきかを記述するフィルタであり得るトラフ
ィックフォーマットテンプレート（ＴＦＴ：traffic format template）によって特徴づ
けられ得る。たとえば、ＴＦＴは、一致するパラメータをもつパケットのみがフロー上に
ルーティングされるように、ＩＰおよびポートアドレスなどのフィルタパラメータを指定
することができる。一例では、ＴＦＴによって与えられるフィルタは、所与の関連するＱ
ｏＳに適用されるべきデータタイプを記述することができる、フローの一意の記述とする
ことができる。関連するＱｏＳは、ＱＣＩ、プロファイル識別子、および／またはフロー
の特性を示す他の識別子によって与えられ得る。したがって、ＴＦＴはフローを識別する
ことができ、そのフローのタイプは、それのＱｏＳマッピングに基づいて判断され得るこ
とが諒解できよう。さらに、ベアラは、同じＱｏＳ要件をもつＩＰフローのグルーピング
として特徴づけられ得る。言い換えれば、同じＱｏＳをもつＩＰフローは、概して同じベ
アラ上にマッピングされ得る。一例では、ベアラはまた、ベアラ上にマッピングされた実
質的にすべてのＩＰフローの複合ＴＦＴであるＴＦＴを有することができる。
【００５３】
　一態様によれば、ネットワーク１０４が新しいＲＡＴに移動した後に（たとえば、Ｑｏ
Ｓ確立モジュール１２０などを介して）ＱｏＳをセットアップするとき、ネットワーク１
０４は、場合によっては、ベアラＴＦＴシグナリングモジュール４２２および／または他
の好適な手段を使用して、ベアラＴＦＴのみを指定することができる。したがって、ＵＥ
１０２は、ＩＰフローが、古いＲＡＴに関するＱｏＳと同じＱｏＳを得るかどうかを判断
するために、ベアラ上にどのＩＰフローがマッピングされるかを推論することが必要にな
り得る。
【００５４】
　したがって、ＵＥ１０２は、ＩＰフローが、ＩＰフローＴＦＴと同じパケットをルーテ
ィングするベアラ上にマッピングされるように、（たとえば、フローＴＦＴ識別器４１２
およびベアラＴＦＴ識別器４１４などによってそれぞれ識別される）ＩＰフローのＴＦＴ
をベアラＴＦＴに一致させるために、フロー／ベアラマッピングモジュール１３０および
／または他の手段を利用することができる。したがって、たとえば、フローＴＦＴ識別器
４１２は、少なくとも１つのＩＰフローと、少なくとも１つのＩＰフローにそれぞれ関連
するそれぞれのＩＰフローＴＦＴとを識別することができる。さらに、ベアラＴＦＴ識別
器４１４は、ネットワーク１０４から、少なくとも１つのベアラと、それぞれのベアラに
関係する少なくとも１つのベアラＴＦＴとに対応するＱｏＳ確立メッセージングを受信す
ることができる。フローＴＦＴ識別器４１２とベアラＴＦＴ識別器４１４とによって識別
された情報に基づいて、フロー／ベアラマッピングモジュール１３０は、少なくとも部分
的に、ＩＰフローＴＦＴをベアラＴＦＴに一致させることによって、それぞれのＩＰフロ
ーとベアラとの間の関連付けを判断することができる。特定の非限定的な例として、ネッ
トワーク１０４から受信されたＱｏＳ確立メッセージングは、ＲＡＴ間ハンドオーバに対
応することができる。別の特定の例では、ベアラＴＦＴに関連するそれぞれのＩＰフロー
の判断は、アプリケーションとは無関係にＵＥ１０２によって実行され得る。さらなる一
例では、フロー／ベアラマッピングモジュール１３０によって実行されるＴＦＴ一致は、
フローＴＦＴとベアラＴＦＴとの間の完全または部分的ＴＦＴ一致に基づくことができる
。したがって、フロー／ベアラマッピングモジュール１３０によって実行される一致判断
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は、ＩＰフローＴＦＴとベアラＴＦＴとの間の実質的に完全な一致の試みられた検出、ま
たは少なくともＩＰフローＴＦＴとベアラＴＦＴとの間の部分的一致の試みられた検出の
うちの少なくとも１つに基づくことができる。
【００５５】
　別の態様によれば、ＴＦＴ索引付けおよび／または他の同様の動作がＵＥ１０２によっ
て実行され得る。たとえば、ＩＰフローごとに、すべてのパケットが同じベアラにルーテ
ィングされるように構成されることが諒解できよう。したがって、この特性は、たとえば
、ＩＰフローＴＦＴに一致する特定のパケットヘッダを構築することと、構築されたパケ
ットヘッダをすべてのベアラＴＦＴに一致させることを試みることとによって、マッピン
グを判断するためのプロシージャを簡略化するためにＵＥ１０２によって活用され得る。
例として、範囲Ｘ内のパラメータ１と範囲Ｙ内のパラメータ２とをもつＩＰ　ＴＦＴが考
えられ得る。したがって、ＩＰフローからのすべてのパケットが、対応するベアラ上にマ
ッピングされるので、ＵＥ１０２は、パラメータ１および２を特定の値に設定し、その後
、一致するベアラＴＦＴを見つけることができる。
【００５６】
　さらなる態様によれば、混合モードアプリケーションでは、ＱｏＳを開始すべきエンテ
ィティに関してあいまいさが存在するとき、アプリケーションは最小必要ＱｏＳを与える
ことが諒解できよう。したがって、ネットワークが、アプリケーションプロファイルに基
づいて許容できないＱｏＳをプッシュした場合、アプリケーションは、許容できないＱｏ
Ｓを認識し、関連するＩＰフローをリリースすることができる。したがって、一例では、
ＵＥ１０２は、上記で説明したようにＴＦＴマッピングを実行することによって、アプリ
ケーションが、ネットワークによって与えられたＱｏＳが許容できるかどうかを判断する
のを支援することができる。より詳細には、ＱｏＳは、ＴＦＴ自体のみを示すように構成
されており、ＴＦＴとそれのそれぞれの対応するアプリケーションとの間のマッピングは
、すべての場合に明らかとは限らないことがあるので、ネットワーク１０４が特定のＱｏ
Ｓをプッシュしたとき、ネットワーク１０４がどのアプリケーションのためのＱｏＳをプ
ッシュしたかは当初は明らかでない。したがって、アプリケーションは、ＵＥ１０２のフ
ロー／ベアラマッピングモジュール１３０および／または他の機構が、ネットワーク１０
４によってプッシュされたどの（１つまたは複数の）ＴＦＴがどの（１つまたは複数の）
アプリケーションに対応するかを判断することができるように、ＴＦＴをさらに指定する
ことができる。
【００５７】
　上記に鑑みて、ＵＥ１０２は、選択されたＩＰフローに関連するアプリケーションのた
めのＱｏＳ要件を識別することと、選択されたＩＰフローに関連するアプリケーションの
ためのＱｏＳ要件を、選択されたＩＰフローが関連するベアラＴＦＴのためのＱｏＳ確立
メッセージング内で与えられたＱｏＳパラメータと比較することと、ＱｏＳ確立メッセー
ジング内で与えられたＱｏＳパラメータがアプリケーションのための実質的に許容できな
いＱｏＳを示す場合、選択されたＩＰフローをリリースすることとを行うことができる。
一例では、ＱｏＳ要件は、アプリケーションによって使用可能な実質的にすべての無線ア
クセス技術（ＲＡＴ）に対応する、アプリケーションによって与えられたＱｏＳ要件とす
ることができる。追加または代替として、ＵＥ１０２は、アプリケーションによって使用
可能な基準ＲＡＴに対応する、アプリケーションによって与えられた基準ＱｏＳ要件を識
別することと、基準ＱｏＳ要件を、ネットワーク１０４によって利用されるＲＡＴに対応
するＱｏＳ要件にマッピングすることとを行うことができる。
【００５８】
　次に図５を参照すると、様々な態様による、複数のＲＡＴに対応するＱｏＳパラメータ
のマッピングを可能にするシステム５００が示されている。ＱｏＳパラメータは、場合に
よっては、ＲＡＴにわたって同じではなく、したがって、ＵＥ１０２は、異なるＲＡＴの
ためのＱｏＳパラメータ５１２を比較可能なパラメータにマッピングすることができる技
法を実装することが望ましいであろうことが諒解できよう。したがって、アクセス技術間
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ハンドオーバの場合、（たとえば、それぞれのネットワーク１０４に関連する）複数のＲ
ＡＴに対応するＱｏＳを再マッピングするために、ＵＥ１０２のＱｏＳマッピングモジュ
ール１４０が利用され得る。
【００５９】
　第１の態様によれば、ＱｏＳマッピングモジュール１４０は、（たとえば、プロトコル
スタックのデータサービスレイヤ内でなど）基礎をなすアプリケーションからの対話なし
にＱｏＳパラメータのマッピングを可能にすることができる。ＱｏＳマッピングモジュー
ル１４０のこのような動作を図６中のシステム６００によってさらに詳細に示す。図６に
示すように、ＵＥ１０２は、第１のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータの第１のセットと
、第２のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータの第２のセットとを識別するために、ＱｏＳ
マッピングモジュール１４０および／または１つまたは複数の他の機構を採用することが
できる。さらに、ＵＥ１０２は、ネットワークアプリケーション６１２など、利用された
ネットワーク通信アプリケーションと、ネットワークアプリケーション６１２に関連する
ＱｏＳパラメータの第１のセット中の少なくとも１つのＱｏＳパラメータとに関係する情
報を取得することができる。この情報に基づいて、ＱｏＳマッピングモジュール１４０は
、ネットワークアプリケーション６１２とは無関係に、ネットワークアプリケーション６
１２に関連するＱｏＳパラメータの第１のセット中の少なくとも１つのＱｏＳパラメータ
を、ＱｏＳパラメータの第２のセット中の少なくとも１つのＱｏＳパラメータにマッピン
グすることができる。一例では、ＱｏＳパラメータの第２のセット中の少なくとも１つの
ＱｏＳパラメータへの、ネットワークアプリケーション６１２に関連するＱｏＳパラメー
タの第１のセット中の少なくとも１つのＱｏＳパラメータのマッピングは、ＱｏＳマッピ
ングモジュール１４０に関連するソフトウェアおよび／または任意の好適な機構を介して
実行され得る。一態様によれば、システム６００によって実行されるマッピングは、ハン
ドオーバ中のＵＥ主導型ＱｏＳ転送とネットワーク主導型ＱｏＳ転送の両方のために利用
され得る。
【００６０】
　一例では、システム６００において実行されるマッピングは、追加のＱｏＳ再ネゴシエ
ーションを潜在的にトリガするであろう、複数のハンドオーバ後にＱｏＳが変化すること
を回避するために、ＵＥ１０２とネットワーク１０４とにそれぞれ関連するＱｏＳマッピ
ングモジュール１４０によって同様に実行され得る。したがって、ＱｏＳパラメータの第
２のセット中の少なくとも１つのＱｏＳパラメータへの、ネットワークアプリケーション
６１２に関連するＱｏＳパラメータの第１のセット中の少なくとも１つのＱｏＳパラメー
タのマッピングは、ネットワークアプリケーション６１２がそれとの通信を可能にする（
たとえば、ネットワーク１０４に関連する）ネットワークエンティティと協働してＵＥ１
０２によって実行され得る。一態様に従って、そのような追加のＱｏＳ再ネゴシエーショ
ンを回避するためのさらなる技法について本明細書でさらに詳細に説明する。
【００６１】
　別の態様によれば、ネットワーク１０４によって許可されるＱｏＳが、マッピングされ
た値よりも小さい場合、ネットワークアプリケーション６１２は通知され得、その後、適
切なアクションをとり得る。他の場合、ＱｏＳパラメータのマッピングは、ソフトウェア
でおよび／または他の手段によってネットワークアプリケーション６１２に対して透過的
に行われ得ることが諒解できよう。たとえば、システム６００によって示されるように、
ＵＥ１０２に関連するＱｏＳアナライザ２１４は、上記で説明したマッピングを介して取
得されたＱｏＳパラメータの第２のセット中の少なくとも１つのＱｏＳパラメータが、ネ
ットワークアプリケーション６１２のための実質的に許容できるＱｏＳを可能にするかど
うかを判断することができる。マッピングを介して取得されたＱｏＳパラメータの第２の
セット中の少なくとも１つのＱｏＳパラメータが、ネットワークアプリケーション６１２
のための実質的に許容できるＱｏＳを可能にしない場合、ＱｏＳアナライザ２１４はネッ
トワークアプリケーション６１２に通知することができる。
【００６２】
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　第２の態様によれば、ネットワークアプリケーション６１２は、登録時に複数のアクセ
ス技術のためのＱｏＳパラメータをパスダウンするように構成され得、そのＱｏＳパラメ
ータに基づいてマッピングが実行され得る。そのようなプロシージャを図７中のシステム
７００によってさらに詳細に示す。システム７００によって示されるように、ＵＥ１０２
に関連するＱｏＳマッピングモジュール１４０および／または他の機構は、関連するネッ
トワーク（たとえば、ネットワーク１０４）との通信を可能にするネットワークアプリケ
ーション６１２などのアプリケーションを識別することと、ネットワークアプリケーショ
ン６１２から、（たとえば、ネットワークアプリケーション６１２の登録を介して）それ
ぞれのＲＡＴに関係するそれぞれのＱｏＳパラメータを取得することと、第１のＲＡＴか
ら第２のＲＡＴへのネットワークアプリケーション６１２のハンドオーバを識別すること
と、ネットワークアプリケーション６１２から取得されたそれぞれのＱｏＳパラメータに
少なくとも部分的に基づいて、ネットワークアプリケーション６１２に関連し、第１のＲ
ＡＴに関係する少なくとも１つのＱｏＳパラメータを、ネットワークアプリケーション６
１２に関連し、第２のＲＡＴに関係する少なくとも１つのＱｏＳパラメータにマッピング
することとを行うことができる。
【００６３】
　一例では、ＵＥ１０２が、ネットワークアプリケーション６１２によってＱｏＳが示さ
れないＲＡＴに関して接続されるとき、ネットワークアプリケーション６１２は、ネット
ワーク１０４がＱｏＳをセットアップする場合、場合によっては、依然としてハンドオー
バ後にＱｏＳを取得することができるが、ネットワークアプリケーション６１２は、Ｑｏ
Ｓを確認することが可能でないことがあることが諒解できよう。したがって、ＱｏＳマッ
ピングモジュール１４０は、ハンドオーバに関連する第１のＲＡＴに関係するＱｏＳパラ
メータ、またはハンドオーバに関連する第２のＲＡＴに関係するＱｏＳパラメータのうち
の少なくとも１つがネットワークアプリケーション６１２から取得されたかどうかを判断
するように構成され得る。そのようなＱｏＳパラメータがネットワークアプリケーション
６１２から取得されない場合、ＱｏＳマッピングモジュール１４０は、ネットワークアプ
リケーション６１２とは無関係に、ネットワークアプリケーション６１２に関連し、第１
のＲＡＴに関係する少なくとも１つのＱｏＳパラメータを、ネットワークアプリケーショ
ン６１２に関連し、第２のＲＡＴに関係する少なくとも１つのＱｏＳパラメータにマッピ
ングすることができる。代替的に、ＱｏＳマッピングモジュール１４０は、第１のＲＡＴ
に関係するＱｏＳパラメータまたは第２のＲＡＴに関係するＱｏＳパラメータのうちの少
なくとも１つがネットワークアプリケーション６１２から取得されない場合、ネットワー
クアプリケーション６１２のためのＱｏＳのネットワーク確立を待つことができる。
【００６４】
　場合によっては、システム７００において適用されるＱｏＳマッピングモジュール１４
０は、ネットワーク主導型ＱｏＳコンテキスト転送の場合、ネットワーク１０４によって
選択されたＱｏＳマッピングとは異なる、ネットワークアプリケーション６１２によって
指定されたＱｏＳマッピングを識別することができることが諒解できよう。そのような場
合、ＵＥ１０２は、ネットワーク１０４とのＱｏＳの再ネゴシエーションを試みることが
できる。
【００６５】
　別の例では、ＲＡＴ間ハンドオーバ中のＵＥ主導型ＱｏＳコンテキスト転送の場合、Ｕ
Ｅ１０２のみがマッピングを実行するように構成され得る。代替的に、ネットワーク主導
型ＱｏＳコンテキスト転送の場合、ＵＥ１０２とネットワーク１０４の両方がマッピング
を実行するように構成され得る。ＵＥ１０２は、そのような場合、ネットワーク１０４に
よって割り当てられたＱｏＳがネットワークアプリケーション６１２のために許容できる
ことを確認するためにマッピングを実行することができることが諒解できよう。
【００６６】
　第３の態様によれば、アプリケーションがシステム７００によって示されるＱｏＳマッ
ピングをサポートしない場合、システム６００によって示されるＱｏＳマッピングが自動
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的に使用される、システム６００および７００によってそれぞれ示される２つの技法のハ
イブリッド手法がＱｏＳマッピングのために利用され得る。したがって、たとえば、ネッ
トワークアプリケーション６１２がＱｏＳパラメータを与えない場合、ＱｏＳマッピング
モジュール１４０はマッピングを自動的に実行するように構成され得る。さらに、再びシ
ステム６００を参照すると、ネットワークアプリケーション６１２がＱｏＳパラメータを
与えるように動作可能である場合、ＱｏＳマッピングモジュール１４０は、ネットワーク
アプリケーション６１２からＱｏＳパラメータの第１のセットとＱｏＳパラメータの第２
のセットとを取得することと、ネットワークアプリケーション６１２から取得されたＱｏ
Ｓパラメータの第１のセット中の少なくとも１つのＱｏＳパラメータを、ネットワークア
プリケーション６１２から取得されたＱｏＳパラメータの第２のセット中の少なくとも１
つのＱｏＳパラメータにマッピングすることとを行うことができる。
【００６７】
　別の態様によれば、ＱｏＳマッピングは、ＵＥとネットワークとの間を往復する複数の
ハンドオーバがどちら側のＱｏＳも変更しないように、ＵＥ側とネットワーク側とで一貫
した方法で指定され、それにより、ネットワーク主導型ＱｏＳ転送が可能になり得る。そ
うすることによって、たとえば、ＲＡＴ　ＡのＱｏＳ　ｘがＲＡＴ　ＢのＱｏＳ　ｙにマ
ッピングし、今度はそのＲＡＴ　ＢのＱｏＳ　ｙがＲＡＴ　ＡのＱｏＳ　ｘ－１にマッピ
ングすることにより複数のハンドオーバ後にＱｏＳがドリフトする、望ましくない挙動が
防止され得ることが諒解できよう。そのような場合、関連するアプリケーションが、劣化
したＱｏＳに気づいていない場合、劣化したＱｏＳパラメータにより、不十分なユーザエ
クスペリエンスが生じることがあり得る。追加または代替として、アプリケーションが、
劣化したＱｏＳに気づいている場合、潜在的なＱｏＳ再ネゴシエーションが生じることが
あり得、これは、追加のシグナリングのためのネットワークリソースの増加、ＱｏＳをセ
ットアップする際の遅延などにつながり得る。さらに、複数のハンドオーバ後にＱｏＳが
上昇する逆の場合、リソースの浪費、潜在的な過剰課金、および／または他の芳しくない
結果が生じ得る。
【００６８】
　一例では、少なくとも上記の芳しくない結果を緩和するために本明細書で適用されるマ
ッピングは、様々なＱｏＳパラメータ間を前後に一貫して変換するように構成され得る。
これらのパラメータは、限定はしないが、ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳトラフィッククラスおよび
／または他の関係するＱｏＳパラメータと、ＬＴＥ　ＱＣＩ、ＭＢＲ／ＧＢＲ、および／
または他の関係するＱｏＳパラメータと、３ＧＰＰ２フロープロファイルと、８０２．１
１、ＷｉＭａｘなど、他のＲＡＴのＱｏＳパラメータとを含むことができる。
【００６９】
　別の例では、ＲＡＴ間を移動するときに、場合によっては、たとえば、図８中の図８０
０によって示されるものなど、ＱｏＳパラメータ間の多対１マッピングがあり得る。たと
えば、図８００によって示されるものなどの場合、第１のＲＡＴにおける複数のＱｏＳパ
ラメータ｛ａ，ｂ，ｃ｝が、第２のＲＡＴにおける単一のＱｏＳパラメータｘにマッピン
グすることができる。しかしながら、ＵＥが第１のＲＡＴから第２のＲＡＴにハンドオー
バされ、再び第１のＲＡＴに戻る場合、ＵＥは、それの元のＱｏＳを再び取得することが
可能であるべきことが諒解できよう。上記を可能にするために、たとえば、ネットワーク
がＲＡＴ間ハンドオーバ間にＱｏＳコンテキストを記憶することが可能であるかどうかに
基づいて、様々な技法が実行され得る。これらの技法を図９～図１０中のシステム９００
～１０００によって示す。
【００７０】
　最初に図９中のシステム９００を参照すると、ネットワーク１０４は、場合によっては
、ＱｏＳ記憶モジュール１８０などを介して、対応するＵＥ１０２が所与のＲＡＴを離れ
たときにＵＥ１０２が有したＱｏＳを記憶する能力で構成され得る。そのような場合、他
のＲＡＴ間での複数のハンドオーバ後にさえ、ＵＥ１０２が所与のＲＡＴに戻るときはい
つでも、ＲＡＴのための記憶されたＱｏＳが再確立され得る。したがって、たとえば、ネ
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ットワーク１０４は、ＵＥ１０２と、ＲＡＴに関してそのＵＥによって使用されるＱｏＳ
パラメータとを識別することと、ＲＡＴからのＵＥ１０２のエグジットとＲＡＴへのＵＥ
１０２のリエントリとを検出することと、ＲＡＴへのＵＥ１０２のリエントリに応答して
、ＲＡＴに関してＵＥ１０２によって使用されるＱｏＳパラメータに少なくとも部分的に
基づいて、（たとえば、ＱｏＳ確立モジュール１２０および／または他の好適な手段を介
して）ＵＥ１０２のためのＱｏＳを再確立することとを行うように動作可能であり得る。
ＵＥ１０２のためのＱｏＳの再確立は、たとえば、ＲＡＴに関してＵＥ１０２によって使
用されるＱｏＳパラメータを記憶することと、ＲＡＴへのＵＥ１０２のリエントリに応答
して、ＲＡＴに関してＵＥ１０２によって使用されるＱｏＳパラメータを再確立すること
とによって実行され得る。一例では、ネットワーク１０４は、ＱｏＳパラメータを記憶す
る能力をＵＥ１０２に示すようにさらに動作可能であり得る。
【００７１】
　上記で説明したように、ネットワーク１０４は、ＵＥ１０２が異なるＲＡＴに移動した
ときにＱｏＳを記憶し、ＵＥ１０２が元のＲＡＴに再び入ったときに、記憶されたマッピ
ングを利用することができる。一態様によれば、ＵＥ１０２の現在のＲＡＴのための最新
のＱｏＳをＵＥ１０２に与えることを可能にするために、他のＲＡＴに関するＱｏＳ変化
が監視され、ＵＥ１０２に適用される。したがって、たとえば、ネットワーク１０４は、
（たとえば、ＵＥ１０２に関連するＱｏＳネゴシエーションモジュール９１２および／ま
たは他の好適な手段を介して）異種ＲＡＴに関してＵＥ１０２によって確立された変更さ
れたＱｏＳパラメータに関係する情報を取得することと、ネットワーク１０４に関連する
ＲＡＴへのＵＥ１０２のリエントリに応答して、異種ＲＡＴに関してＵＥ１０２によって
確立された変更されたＱｏＳパラメータを再確立することとを行うように動作可能であり
得る。
【００７２】
　一例では、他のＲＡＴに関するＱｏＳ変化が起こったとき、ネットワーク１０４によっ
て利用されるＲＡＴに関して、それらのＱｏＳ変化が連続的に維持され得る。したがって
、たとえば、ネットワーク１０４は、ＵＥ１０２に関連するＱｏＳ変化について異種ＲＡ
Ｔを監視することができる。追加または代替として、他のＲＡＴに関するＱｏＳ変化は、
ネットワーク１０４に関連するＲＡＴへのＵＥ１０２のリエントリに応答して、変更され
たＱｏＳパラメータがネットワーク１０４によって取得され得るように、ネットワーク１
０４へのハンドオーバ時におよび／またはその後にプッシュされ得る。
【００７３】
　別の態様によれば、ネットワーク１０４が、ＵＥ１０２が所与のＲＡＴを離れたときに
ＵＥ１０２が有したＱｏＳを記憶する能力で構成されない場合、ＵＥ１０２の複数のハン
ドオーバから生じるＱｏＳ低下は、図１０中のシステム１０００によって示されるように
実質的に防止され得る。システム１０００によって示されるように、ＱｏＳの多対１マッ
ピングがそれぞれのＲＡＴ間で可能である場合、複数のＱｏＳ値が可能であるときはいつ
でも、標準化されたデフォルト値が使用される、ＲＡＴ間ＱｏＳマッピングテーブル１０
１２などの標準化されたマッピングテーブルが維持され得る。システム１０００によって
さらに示されるように、ＵＥ１０２および／またはネットワーク１０４のＱｏＳマッピン
グモジュール１４０は、第１のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータと第２のＲＡＴに関連
するＱｏＳパラメータとの間の（たとえば、ＲＡＴ間ＱｏＳマッピングテーブル１０１２
によって指定された）マッピング関係に関係する情報を取得することと、第１のＲＡＴに
関して利用されるＱｏＳパラメータを識別することと、第１のＲＡＴに関連するＱｏＳパ
ラメータと第２のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータとの間のマッピング関係に少なくと
も部分的に基づいて、第１のＲＡＴに関して利用されるＱｏＳパラメータを、第２のＲＡ
Ｔに関連するＱｏＳパラメータにマッピングすることとを行うために利用され得る。した
がって、第１のＲＡＴに関して利用されるＱｏＳパラメータが、第２のＲＡＴに関連する
複数のＱｏＳパラメータに対応する場合、ＱｏＳマッピングモジュール１４０は、第１の
ＲＡＴに関して利用されるＱｏＳパラメータと、第２のＲＡＴに関連する複数のＱｏＳパ
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ラメータから選択された第２のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータとの間のマッピング関
係を識別することができる。
【００７４】
　一例では、（１つまたは複数の）ＱｏＳマッピングモジュール１４０の上記の動作に基
づいて、ネットワーク１０４および／またはＵＥ１０２は、所与のＲＡＴに戻るとき、デ
フォルトマッピング値を利用することができる。その後、ＵＥ１０２に関連するソフトウ
ェアおよび／または他の好適な機構は、ＵＥ１０２がハンドオーバの前に有した同じＱｏ
Ｓを取得するために、（たとえば、ＱｏＳネゴシエーションモジュール９１２を介して）
ネットワーク１０４と再ネゴシエートすることを試みることができる。したがって、ＵＥ
１０２は、ＱｏＳネゴシエーションモジュール９１２などを介して、ＱｏＳマッピングモ
ジュール１４０を介して取得された所与のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータに従って、
所与のＲＡＴに関連するネットワーク１０４とのＱｏＳを確立することができる。そのよ
うなネゴシエーションが失敗し、ネットワーク１０４との確立されたＱｏＳが少なくとも
１つの関連するアプリケーションには不十分であると見なされる場合、ＵＥ１０２は、影
響を受ける（１つまたは複数の）アプリケーションに通知することができる。
【００７５】
　別の例では、ネットワーク１０４は、（たとえば、システム９００によって示されるよ
うに）それがＱｏＳパラメータを記憶することが可能であるかどうかをＵＥ１０２に示す
ように動作可能であり得る。したがって、ＵＥ１０２が、対応するＲＡＴに関連するＱｏ
Ｓパラメータを（たとえば、ＱｏＳ確立モジュール１２０などを介して）確立するネット
ワーク１０４の能力の指示を取得した場合、ＵＥ１０２は、ネットワーク１０４から前記
ＲＡＴに関連するマッピングされたＱｏＳパラメータを取得することができる。
【００７６】
　次に図１１を参照すると、様々な態様による、ＲＡＴ間ハンドオーバの後に１つまたは
複数のネットワークアプリケーションのための不十分なＱｏＳを処理するためのシステム
１１００が示されている。システム１１００によって示されるように、ＲＡＴ間ハンドオ
ーバに従って、（たとえば、ＵＥ１０２のＱｏＳネゴシエーションモジュール９１４、ネ
ットワーク１０４のＱｏＳ確立モジュール１２０などによるネゴシエーションに基づいて
）ＱｏＳパラメータを再マッピングした後に、ＵＥ１０２は、新しいＲＡＴに関してセッ
トアップされたＱｏＳを古いＲＡＴに関するＱｏＳと比較することができる。ＱｏＳがＲ
ＡＴ間ハンドオーバの一部として格下げされたとＵＥ１０２が決定した場合、ＵＥ１０２
のＱｏＳ障害ハンドラモジュール１６０および／または他の機構は、１つまたは複数の適
切なアクションをとることができる。たとえば、ＵＥ１０２は、ネットワークアプリケー
ションに関して実行されたＲＡＴ間ハンドオーバに関連して、第１のＲＡＴに関連するＱ
ｏＳパラメータを第２のＲＡＴに関連する対応するＱｏＳパラメータにマッピングするこ
とと、少なくとも部分的に、第１のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータと第２のＲＡＴに
関連するＱｏＳパラメータとを比較することによって、第２のＲＡＴがネットワークアプ
リケーションのための十分なＱｏＳを与えるかどうかを判断することと、第２のＲＡＴが
ネットワークアプリケーションのための十分なＱｏＳを与えないと判断された場合、（た
とえば、ＱｏＳ障害ハンドラモジュール１６０を介して）第２のＲＡＴのＱｏＳへの第２
のＲＡＴに関するネットワークアプリケーションの適応を可能にすることとを行うことが
できる。
【００７７】
　一例では、ＱｏＳ障害ハンドラモジュール１６０は、不適切または不十分なＱｏＳが第
２の（たとえば、ターゲット）ＲＡＴに関してセットアップされたことを関連するネット
ワークアプリケーションに通知するために、アプリケーション通知器１１１２および／ま
たは他の手段を利用することができる。その後、アプリケーションは、たとえば、接続を
リリースすること、劣化したＱｏＳを継続することなど、１つまたは複数の適切なアクシ
ョンをとることができる。代替的に、ＱｏＳ障害ハンドラモジュール１６０は、関連する
ネットワークアプリケーションとは無関係に、ターゲットＲＡＴに関連するＱｏＳパラメ



(25) JP 5774692 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

ータの再ネゴシエーションを試みることができる。一例では、そのような再ネゴシエーシ
ョンは、ＵＥ１０２のプロトコルデータサービスレイヤ内で構成され、および／または他
の好適なエンティティとして実装され得る、ＱｏＳ再ネゴシエーションモジュール１１１
４によって実行され得る。一例では、アプリケーション通知器１１１２は、ＱｏＳ再ネゴ
シエーションモジュール１１１４によるＱｏＳパラメータの試みられた再ネゴシエーショ
ンが成功しなかったことに応答して、第２またはターゲットＲＡＴに関する不十分なＱｏ
Ｓを関連するネットワークアプリケーションに通知するために利用され得る。
【００７８】
　一態様によれば、アプリケーション通知器１１１２および／またはＱｏＳ再ネゴシエー
ションモジュール１１１４が所与のシナリオのために利用されるかどうかは、基礎をなす
ネットワークアプリケーションの能力に基づいて判断され得る。したがって、たとえば、
ＱｏＳ障害ハンドラモジュール１６０は、ネットワークアプリケーションが不十分なＱｏ
Ｓを処理するための少なくとも１つのプロシージャで構成されるかどうかを識別すること
ができる。この判断に基づいて、ネットワークアプリケーションが不十分なＱｏＳを処理
するための少なくとも１つのプロシージャを有する場合、アプリケーション通知器１１１
２は、ハンドオーバに関連する第２のＲＡＴに関する不十分なＱｏＳをネットワークアプ
リケーションに通知することができる。そうではなく、ネットワークアプリケーションが
不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１つのプロシージャを有しない場合、ＱｏＳ
再ネゴシエーションモジュール１１１４は、ネットワークアプリケーションとは無関係に
、第２のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータの再ネゴシエーションを試みることができる
。
【００７９】
　別の態様によれば、様々な無線アクセス技術（たとえば、ＨＲＰＤ）のためにＱｏＳが
２つのステップでネゴシエートされ得る。（ＱｏＳ許可ステップとも呼ばれる）第１のス
テップにおいて、ＵＥ１０２は一連のＱｏＳプロファイルを提供することができ、それら
のＱｏＳプロファイルに対して、ネットワーク１０４は、許容できるＱｏＳプロファイル
のサブセットで応答することができる。第２ステップにおいて、ＵＥ１０２は、特定のプ
ロファイルを選び、選択されたプロファイルをネットワーク１０４に要求することができ
る。具体的な例として、ＵＥ１０２は、ＬＴＥ　ＱｏＳを、ＱｏＳ許可ステップにおいて
提供される複数のＨＲＰＤプロファイルＩＤにマッピングすることができる。その後、ネ
ットワーク１０４はプロファイルＩＤのサブセットで応答することができ、ＵＥ１０２は
、許可されたＱｏＳプロファイルのいずれかが許容できるかどうかを判断することができ
る。許容できない場合、ＵＥ１０２は、ネットワーク１０４とのさらなるネゴシエーショ
ンを試みるのを中止することができ、関連するアプリケーションは、適切なアクションを
とるように通知され得る。
【００８０】
　したがって、上記に関して、より一般的な用語で言えば、ＵＥ１０２は、ハンドオーバ
に関連する第１のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータを、ハンドオーバに関連する第２の
ＲＡＴに関連する複数のＱｏＳパラメータにマッピングすることができる。ＵＥ１０２は
、次いで、第２のＲＡＴに関連する複数のＱｏＳパラメータ中の少なくとも１つのＱｏＳ
パラメータがネットワークアプリケーションのための十分なＱｏＳに対応するかどうかを
判断することと、第２のＲＡＴに関連する複数のＱｏＳパラメータ中のＱｏＳパラメータ
がネットワークアプリケーションのための十分なＱｏＳに対応しない場合、第２のＲＡＴ
に関する不十分なＱｏＳをネットワークアプリケーションに通知することとを行うことが
できる。
【００８１】
　図１２を参照すると、様々な態様による、トンネルモード動作を介して複数のＲＡＴに
関してＱｏＳ情報を維持するためのシステム１２００のブロック図が示されている。シス
テム１２００に示されるように、ＵＥ１０２は、所与のＲＡＴに従って動作することがで
きる関連するネットワーク１０４1を介してワイヤレス通信環境内で通信することができ
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る。一態様によれば、ＵＥ１０２およびネットワーク１０４1は、１つまたは複数のアプ
リケーションに対応するＱｏＳを確立することができる。さらに、異なるＲＡＴに従って
動作する別のネットワーク１０４2への将来のハンドオーバの遅延および／または他の影
響を緩和するために、トンネルモード動作中のＱｏＳの維持を可能にするためにＵＥ１０
２とネットワーク１０４2との間でトンネリング接続が維持され得る。システム１２００
が示すように、ＵＥ１０２とネットワーク１０４2との間のトンネリングは、ＵＥ１０２
および／またはネットワーク１０４2のそれぞれのトンネリングモジュール１５０および
／または他の手段を介して可能にされ得る。
【００８２】
　一態様によれば、アプリケーションは、データアクティビティに基づいてＱｏＳを中断
および再開することができる。たとえば、ネットワーク１０４1のデータアクティビティ
モニタ１２２２および／またはシステム１２００内の他の好適なエンティティ（たとえば
、ＵＥ１０２）は、データアクティビティモニタ１２２２によって識別されたデータアク
ティビティに基づいて、１つまたは複数の関係するアプリケーションのためのＱｏＳを中
断および／または再開することができる。（ｅ）ＨＲＰＤの特定の例では、ＱｏＳがオフ
にされた場合、ＱｏＳコンテキストは、ＵＥ１０２と（ｅ）ＨＲＰＤサービングゲートウ
ェイ（ＨＳＧＷ）とによって保たれ得る。したがって、その後、ＱｏＳが再有効化された
とき、ＱｏＳコンテキストは再確立を必要とせず、それにより呼セットアップ時間が低減
され、他の好適な利益が与えられることが諒解できよう。しかしながら、ＬＴＥコアネッ
トワークのさらなる特定の例では、ＱｏＳは、ＱｏＳが再び必要とされるときにはＱｏＳ
が初めから再びセットアップされることを必要とし得るように、ＱｏＳがもはや必要とさ
れないときには削除されるように構成され得ることが諒解できよう。
【００８３】
　したがって、ＬＴＥを使用するネットワーク１０４1と、ｅＨＲＰＤを使用するネット
ワーク１０４2との特定の非限定的な例では、ＵＥ１０２は、ｅＨＲＰＤへのハンドオー
バ時にネットワーク１０４2においてＱｏＳが利用可能であり得るように、トンネルを介
してネットワーク１０４2のｅＨＲＰＤゲートウェイとのＱｏＳコンテキストを維持する
ために、ＱｏＳ更新モジュール１２１２および／または他の好適な機構を利用することが
できる。一例では、ＵＥ１０２は、トンネルを介してｅＨＲＰＤにおけるＱｏＳコンテキ
ストをできるだけ早く確立することができ、ＵＥ１０２とネットワーク１０４2の両方は
、ＬＴＥにある間にＱｏＳコンテキストが変化したときにトンネルを介してＱｏＳコンテ
キストを最新に保つことを試みることができる。トンネルを介している間、関連するＱｏ
ＳフローはＨＳＧＷにおいてオフにされ得る。その後、ｅＨＲＰＤへのハンドオーバが行
われるとすぐに、ＱｏＳフローはオンにされ得る。
【００８４】
　一態様によれば、ＱｏＳが再開されるたびにｅＨＲＰＤに関するＱｏＳのセットアップ
を繰り返さなければならないことを回避するために、ネットワーク１０４2に関連するｅ
ＨＲＰＤゲートウェイは、ＱｏＳを記憶するためにＱｏＳ記憶モジュール１８０および／
または他の機構を利用することができる。この状態にあるとき、ＬＴＥコアネットワーク
が実際にＱｏＳを削除すると、ＱｏＳは、「オフにされた」としてフラグを付けられ得る
。０　したがって、ＵＥ１０２が後で（ｅ）ＨＲＰＤに戻った場合、ＱｏＳは、繰り返し
セットアップを必要とするのではなく、ネットワーク１０４2において単にオンにされ得
る。一例では、ＨＳＧＷにおいてＱｏＳをオフにするために、ネットワーク１０４2にお
いてタイマーベースまたはイベントベースの機構が使用され得る。したがって、ＬＴＥお
よびｅＨＲＰＤネットワーク１０４と対話するＵＥ１０２の特定の非限定的な例について
上述したように、ＱｏＳコンテキストは、ｅＨＲＰＤにおいてキャッシュされ、ＱｏＳコ
ンテキストがＬＴＥに関して削除および再生成されたときにトンネルを介してオンおよび
オフにされ得る。
【００８５】
　別の態様によれば、システム１２００は、次のように複数ＲＡＴ環境のための一般化さ
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れた方法でトンネルモードによってＱｏＳコンテキスト更新を利用することができる。第
１の例では、ＵＥ１０２は、第１のネットワーク１０４1上でパケットフローのためのＱ
ｏＳを初期化することと、初期化することに応答して、第２のネットワーク１０４1への
トンネリングを介して第２のネットワーク１０４1上のパケットフローのためのＱｏＳコ
ンテキストを確立することと、第１のネットワーク１０４1上でパケットフローのための
ＱｏＳの変化（たとえば、パケットフローの終了、パケットフローの再確立など）を監視
することと、第１のネットワーク１０４1上でのパケットフローのためのＱｏＳのそれぞ
れの監視された変化に応答して、第２のネットワーク１０４2へのトンネリングを介して
第２のネットワーク１０４2上のパケットフローのためのＱｏＳコンテキストを更新する
こととを行うことができる。さらに、ネットワーク１０４2は、ＵＥ１０２へのトンネリ
ングを介して第１のネットワーク１０４1上で動作するＵＥ１０２などのネットワークデ
バイスに関連するパケットフローに関係する情報を取得することと、パケットフローに対
応する、非アクティブ状態にあるネットワーク１０４2のためのＱｏＳコンテキストを初
期化することと、ネットワーク１０４2へのＵＥ１０２のエントリを検出することと、ネ
ットワーク１０４2へのＵＥ１０２のエントリに応答して、ネットワーク１０４2のための
ＱｏＳコンテキストをアクティブにすることとを行うように動作可能であり得る。一例で
は、ネットワーク１０４1は、ＵＥ１０２へのトンネリングを介してネットワーク１０４1

上のパケットフローに関係する更新されたＱｏＳ情報を受信することと、更新されたＱｏ
Ｓ情報に従って、パケットフローに対応するネットワーク１０４2のためのＱｏＳコンテ
キストを更新することとを行うようにさらに動作可能であり得る。
【００８６】
　一態様によれば、システム１２００に示されるように、ＱｏＳは、様々な方法でトンネ
リング接続を介して維持され得る。第１の例では、１つまたは複数のフローおよび／また
は対応するアプリケーションのためのＱｏＳがトンネルを介して常に維持され得る。代替
的に、ＱｏＳフローは、ネットワーク１０４1上でのフローの生成時にトンネリングを介
してネットワーク１０４2上で生成され、その後、フローがネットワーク１０４1において
廃棄および再生成されたときにトンネルを介してネットワーク１０４2においてオンまた
はオフにされ、それにより、トンネルを介してＱｏＳを常に維持することに関連するリソ
ースを節約することができる。たとえば、ネットワーク１０４2へのＵＥ１０２の移動時
にフローに対応するＱｏＳの転送が実行されるように、ネットワーク１０４2のＱｏＳ記
憶モジュール１８０および／または他の手段を使用して、ＵＥ１０２がネットワーク１０
４1上にある間にフローのためのＱｏＳをキャッシュすることができる。
【００８７】
　一例では、所与のフローのためにトンネルを介してＱｏＳを維持するために利用される
特定の技法がケースバイケースで実装され得る。したがって、例として、リアルタイムフ
ロー、優先フローなどのためのＱｏＳはトンネルを介して常に維持され、他のフローのた
めのＱｏＳはそうでないように、フローの相対的優先度に基づいて、一定のトンネリング
がいくつかのフローのために選択的に実行され得る。一例では、これは、トンネルを介し
てすべてのフローのためのＱｏＳを維持することに関連するシグナリング、電力などに関
連するオーバーヘッドの節約を可能にすることができる。たとえば、ＵＥ１０２は、場合
によっては、ＱｏＳトンネリングが構成される１つまたは複数のパケットフロータイプを
識別することと、パケットフローが、（たとえば、ＵＥ１０２のＱｏＳアナライザ２１４
および／または他の機構によって判断されるように）ＱｏＳトンネリングが構成される１
つまたは複数のパケットフロータイプ内に含まれるタイプである場合、初期化することに
応答して、ネットワーク１０４2へのトンネリングを介してネットワーク１０４2上のパケ
ットフローのためのＱｏＳコンテキストを確立することとを行うことができる。上記のよ
うに、ＱｏＳトンネリングが構成されるパケットフロータイプは、相対的パケットフロー
優先度に少なくとも部分的に基づいてＵＥ１０２によって識別され得る。
【００８８】
　別の例では、上記で説明した技法は、ボイスオーバＩＰ（ＶｏＩＰ）呼フローの場合に
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適用され得る。例示的なＶｏＩＰ呼サービスでは、ユーザは、連続して複数回、ボイス呼
を行い、その後ボイス呼を終了することができることが諒解できよう。したがって、第１
のＲＡＴにおいてＶｏＩＰのためのＱｏＳをセットアップし、第２のＲＡＴにおいて発生
したイベントと同期してＱｏＳを廃棄する代わりに、ＱｏＳを一度セットアップし、アプ
リケーションが終了されるとき、廃棄するのではなくオフにしておくことができる。した
がって、ＱｏＳをオンにすることおよび／またはオフにすることに関連する負荷は、トン
ネルを介してＱｏＳを再生成することに関連する負荷よりも小さいので、トンネルへの負
荷が軽減され得ることが諒解できよう。
【００８９】
　一態様によれば、アプリケーションのためのＱｏＳがネットワーク１０４においてイン
ストールされ、（たとえば、ＵＥ１０２がネットワーク１０４に移動することにより）ア
プリケーションのためのＱｏＳをネットワーク１０４においてオンにすることが望まれる
場合、アプリケーションは、ＱｏＳの管理を可能にするために、呼中断／再開および／ま
たは他の手段を利用することができる。一例では、アプリケーションが第１のＲＡＴに関
して終了され、第１のＲＡＴがＱｏＳを削除した場合、アプリケーションは再起動し、Ｑ
ｏＳセットアップを再開始し得るので、場合によっては、第２のＲＡＴに関するＱｏＳを
オンにすることおよび削除することが必要でないことがある。したがって、アプリケーシ
ョンが第１のＲＡＴに関して非アクティブになった場合、アプリケーションのためのＱｏ
Ｓはトンネルを介してオフにされ得る。その後、関連するＵＥ１０２が第２のＲＡＴに移
動した場合、アプリケーションがアクティブであるかどうかが判断され得、アクティブで
ある場合、アプリケーションのためのＱｏＳはオンにされ得る。
【００９０】
　たとえば、上記に基づいて、ネットワーク１０４2は、パケットフローがネットワーク
１０４1上で非アクティブであるという指示を受信するように動作可能であり得る。その
後、ネットワーク１０４2へのＵＥ１０２のエントリに応答して、ネットワーク１０４2は
、パケットフローがアクティブであるかどうかを判断することができる。パケットフロー
がアクティブでない場合、ネットワーク１０４2のためのＱｏＳコンテキストは廃棄され
得る。そうではなく、パケットフローがアクティブである場合、ネットワーク１０４2の
ためのＱｏＳコンテキストに対応するパケットフローのためのＱｏＳが確立され得る。さ
らに、パケットフローがネットワーク１０４1上で非アクティブであるという指示を受信
すると、ネットワーク１０４2は、パケットフローがネットワーク１０４1上で非アクティ
ブであるという指示を受信した後の所定の時間間隔の満了および／または他の好適なファ
クタなど、少なくとも１つのファクタに基づいて、ネットワーク１０４2のためのＱｏＳ
コンテキストを廃棄することができる。
【００９１】
　別の態様によれば、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　
Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）とｅＨＲＰＤネットワークと
を含むワイヤレス通信環境の特定の例において利用され得る例示的なトンネリング構造が
、図１３中の図１３００によって示されている。図１３が示すように、ＵＥは、トンネリ
ングを介してＥ－ＵＴＲＡＮとｅＨＲＰＤネットワークの両方と対話することができる。
Ｅ－ＵＴＲＡＮは、ｅＮＢと、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）と、サービングゲ
ートウェイ（Ｓ－ＧＷ）とを含むことができる。さらに、ｅＨＲＰＤネットワークは、発
展型アクセスネットワーク（ｅＡＮ）とＨＳＧＷとを含むことができる。図１３００にさ
らに示すように、両方のＲＡＮは、ＰＤＮ（パケットデータネットワーク）ゲートウェイ
（Ｐ－ＧＷ）、ポリシーおよび課金ルール機能（ＰＣＲＦ：Policy and Charging Rules 
Function）、ならびにアプリケーションサーバ（ＡＳ）と対話することができる。上記で
説明した方法と同様の方法で、ＵＥは、トンネリングモードによって両方のＲＡＮ上での
ＱｏＳの維持を可能にすることができる。たとえば、Ｓ－ＧＷにおいて、ＱｏＳは、実質
的にＱｏＳが必要とされるたびに生成および／または削除され得る。さらに、ＨＳＧＷに
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おいて、ＱｏＳフローは、（たとえば、ＱｏＳコンテキストが「キャッシュ」されるよう
に）ＱｏＳが必要とされるときに生成され、その後オン／オフにされ得る。
【００９２】
　図１３００に関するＵＥ主導型ＱｏＳでは、アプリケーションは、必要とされるＱｏＳ
を示すことができる。ＬＴＥの場合、これはＱｏＳの生成／削除につながり得るが、ｅＨ
ＲＰＤの場合、ＱｏＳは単にオンまたはオフに切り替えられ、それによりコンテキストを
保つことができる。追加または代替として、ネットワーク主導型ＱｏＳでは、アプリケー
ションサーバは、ＱｏＳが必要とされるときをＰＣＲＦに示すことができ、その場合、そ
のたびごとに完全ＱｏＳコンテキストが生成または削除され得る。
【００９３】
　さらなる態様によれば、ワイヤレス通信環境におけるＵＥ１０２ならびに／あるいは１
つまたは複数のネットワーク１０４は、ネットワーク主導型ＱｏＳを使用するＲＡＴとＵ
Ｅ主導型ＱｏＳを使用するＲＡＴとの間でＵＥ１０２が移動する場合を処理するためのそ
れぞれの技法を実装することができる。第１の例では、そのような場合を管理するために
利用され得る技法が図１４中のシステム１４００によって示されている。図１４によって
示されるように、ＵＥ１０２がＱｏＳアンアウェアアプリケーション１４４２を利用する
場合、ＱｏＳは、決してＵＥ１０２によって要求されないように構成され得る。したがっ
て、ＵＥ１０２が、ネットワーク主導型ＱｏＳをもつＲＡＴに関連するネットワーク１０
４から、ＵＥ主導型ＱｏＳをもつＲＡＴに関連するネットワーク１０４に移動したとき、
ＱｏＳは、場合によっては再確立されないことになる。しかしながら、ＵＥ１０２が、ネ
ットワーク主導型ＱｏＳをもつＲＡＴに従って動作するネットワーク１０４に戻ったとき
、ネットワーク１０４は、（たとえば、ＱｏＳ確立モジュール１２０などを介して）Ｑｏ
Ｓを再び確立することができる。したがって、ＱｏＳアンアウェアアプリケーションでは
、ＱｏＳは、場合によっては、ネットワーク主導型ＱｏＳをサポートするＲＡＴにおいて
のみ利用可能であり得ることが諒解できよう。さらに、ＵＥ１０２が、ネットワーク主導
型ＱｏＳを使用するＥ－ＵＴＲＡＮに移動する特定の例では、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、（たと
えば、Ｓ１０１トンネルを介して）ｅＨＲＰＤネットワークに対応するＨＳＧＷとのＱｏ
Ｓコンテキストを確立すべきか否かを決定することができる。
【００９４】
　一例では、上記に基づいて、システム１４００中のＵＥ１０２は、システム１４００に
おける通信を可能にするアプリケーションを識別することと、ＲＡＴに関連するネットワ
ーク１０４へのエントリを検出することと、ＲＡＴのためのＱｏＳがユーザ主導型である
かネットワーク主導型であるかを判断することとを行うことができる。この判断に基づい
て、ＵＥ１０２は、ＲＡＴのためのＱｏＳがネットワーク主導型である場合は、ネットワ
ーク確立されたＱｏＳに従ってアプリケーションの動作を指示し、またはＲＡＴのための
ＱｏＳがユーザ主導型である場合は、ＱｏＳとは無関係にアプリケーションの動作を指示
することができる。別の例では、ＵＥ１０２は、ＱｏＳがネットワーク主導型であるＲＡ
Ｔに関連する第１のネットワーク１０４へのエントリを検出することと、第１のネットワ
ーク１０４によって確立されたＱｏＳに従ってアプリケーションのためのＱｏＳコンテキ
ストを確立することと、第１のネットワーク１０４から、ＱｏＳがユーザ主導型であるＲ
ＡＴに関連する第２のネットワーク１０４への移動を検出することと、移動に応答して、
アプリケーションのためのＱｏＳコンテキストをリリースすることとを行うように動作可
能であり得る。
【００９５】
　代替例では、ＵＥ１０２がＱｏＳアウェアアプリケーションに関連する場合、アプリケ
ーションのためのＱｏＳの管理は、図１５中のシステム１５００によって示されるように
様々な方法で行われ得る。システム１５００によって示される第１のシナリオでは、ＵＥ
１０２は、ネットワーク主導型ＱｏＳ　ＲＡＴをもつネットワーク１０４からＵＥ主導型
ＱｏＳ　ＲＡＴをもつネットワーク１０４に移動することができる。そのようなシナリオ
では、（たとえば、ＱｏＳセットアップ分析モジュール１５１２を介して）ネットワーク
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１０４がＱｏＳを開始しないと判断したとき、ＵＥ１０２は、（たとえば、ＱｏＳ初期化
モジュールおよび／または他の好適な手段を介して）それ自体で関連するＱｏＳアウェア
アプリケーション１５１６のためのＱｏＳを開始することができる。一例では、ＵＥ１０
２がＥ－ＵＴＲＡＮに移動している場合、ＵＥ１０２は、さらに、Ｓ１０１トンネルを介
して、ただしオフ切替え状態においてＨＳＧＷとのＱｏＳコンテキストをセットアップす
ることができる。
【００９６】
　システム１５００によって示される第２のシナリオでは、ＵＥ１０２は、ＵＥ主導型Ｑ
ｏＳ　ＲＡＴをもつネットワーク１０４からネットワーク主導型ＱｏＳ　ＲＡＴをもつネ
ットワーク１０４に移動することができる。そのような場合、ＵＥ１０２がＱｏＳアウェ
アアプリケーション１５１６に関連するとき、アプリケーション１５１６は、特定のフィ
ルタのための必要とされるＱｏＳをＵＥ１０２に示すことができる。ネットワーク主導型
ＱｏＳ　ＲＡＴへのＲＡＴ間モビリティが発生すると、ＵＥ１０２は、ネットワークによ
ってセットアップされたＱｏＳが満足であるか否かを（たとえば、ＱｏＳ確立モジュール
１２０および／または他の好適な手段を介して）確認することができる。ＵＥ１０２は、
次いで、この情報をアプリケーション１５１６に伝達し、アプリケーション１５１６は、
ＱｏＳが満足でない場合、何を行うべきかを（たとえば、ＱｏＳ障害ハンドラモジュール
１６０などを介して）決定することができる。たとえば、不満足なＱｏＳの場合、アプリ
ケーション１５１６は、ＱｏＳなしに継続すること、ユーザに通知すること、サービスを
ティアダウンすること、異なるＱｏＳを再要求すること、および／または他の好適な（１
つまたは複数の）アクション実行することを決定することができる。さらに、上記で説明
した第１のシナリオと同様の方法で、ＵＥ１０２がＥ－ＵＴＲＡＮに移動しており、Ｓ１
０１トンネルを介してｅＨＲＰＤに事前登録しなければならない特定の例では、ＵＥ１０
２はまた、オフ切替え状態においてＨＳＧＷとのＱｏＳコンテキストをセットアップする
ことができる。
【００９７】
　上記に鑑みて、システム１５００中のＵＥ１０２は、少なくとも第１のＲＡＴと第２の
ＲＡＴとによる通信を可能にするアプリケーション１５１６を識別することと、第１のＲ
ＡＴから第２のＲＡＴへのアプリケーションのハンドオーバを検出することと、第２のＲ
ＡＴに関連するネットワーク１０４がアプリケーションのためのＱｏＳを初期化するよう
に構成されるかどうかを判断することと、判断することに少なくとも部分的に基づいて、
第２のＲＡＴに関するアプリケーションのためのＱｏＳを確立することとを行うように動
作可能であり得る。第２のＲＡＴに関連するネットワーク１０４がアプリケーションのた
めのＱｏＳを初期化するように構成されない（たとえば、ネットワーク主導型ＱｏＳ　Ｒ
ＡＴからＵＥ主導型ＱｏＳ　ＲＡＴへのハンドオーバが行われる）場合、ＵＥ１０２は、
第２のＲＡＴに関するアプリケーションのためのＱｏＳを初期化すること、第１のＲＡＴ
へのトンネリングを介して第１のＲＡＴとのＱｏＳコンテキストを確立すること、および
／または他の好適な（１つまたは複数の）アクションを実行することができる。
【００９８】
　追加または代替として、第２のＲＡＴに関連するネットワーク１０４がアプリケーショ
ンのためのＱｏＳを初期化するように構成される（たとえば、ＵＥ主導型ＱｏＳ　ＲＡＴ
からネットワーク主導型ＱｏＳ　ＲＡＴへのハンドオーバが行われる）場合、ＵＥ１０２
は、アプリケーション１５１６のための必要とされるＱｏＳを識別することと、第２のＲ
ＡＴに関するアプリケーション１５１６のためのネットワーク主導型ＱｏＳに関係する情
報を取得することと、アプリケーション１５１６のための必要とされるＱｏＳに基づいて
、ネットワーク主導型ＱｏＳがアプリケーション１５１６のために満足であるかどうかを
判断することとを行うことができる。さらに、そのような判断の結果がアプリケーション
１５１６に示され得る。ネットワーク主導型ＱｏＳがアプリケーション１５１６のために
不満足であると判断したとき、不満足なＱｏＳがアプリケーション１５１６に示され得る
。さらに、そのような場合、ＵＥ１０２は、アプリケーション１５１６を介して、ＱｏＳ
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なしにアプリケーション１５１６の使用を継続すること、アプリケーション１５１６のた
めの不満足なＱｏＳをアプリケーション１５１６のユーザに示すこと、アプリケーション
１５１６を終了すること、アプリケーション１５１６のためのＱｏＳを再要求することな
ど、１つまたは複数のアクションを可能にすることができる。別の例では、ＵＥ１０２は
、第１のＲＡＴへのトンネリングを介して第１のＲＡＴとのＱｏＳコンテキストを確立す
るようにさらに構成され得る。
【００９９】
　次に図１６～図２９を参照すると、本明細書に記載する様々な態様に従って実行され得
る方法が示されている。説明を簡潔にする目的で、それらの方法を一連の行為として図示
し、説明するが、いくつかの行為は、１つまたは複数の態様によれば、本明細書で図示し
、説明する順序とは異なる順序で、および／または他の行為と同時に行われ得るので、そ
れらの方法は行為の順序によって限定されないことを理解し、諒解されたい。たとえば、
方法は、状態図など、一連の相互に関係する状態またはイベントとして代替的に表現され
得ることを、当業者は理解し、諒解するであろう。さらに、１つまたは複数の態様による
方法を実装するために、示されたすべての行為が必要とされるとは限らない。
【０１００】
　図１６を参照すると、ワイヤレス通信システムにおいて利用される混合モードアプリケ
ーションのためのＱｏＳの確立を管理することを可能にする第１の方法１６００が示され
ている。方法１６００は、たとえば、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１０２）および／または他の
適切なネットワークエンティティによって実行され得ることを諒解されたい。方法１６０
０はブロック１６０２において開始し、ワイヤレス通信システム内での通信のために利用
されるべきアプリケーションを識別する。ブロック１６０４において、ネットワークから
、アプリケーションに関連するＱｏＳ開始に関係する指示を受信する。ブロック１６０６
において、指示に少なくとも部分的に基づいて、アプリケーションのためのＱｏＳを開始
すべきか、アプリケーションのためのＱｏＳのネットワーク開始を待つべきかを判断する
。
【０１０１】
　図１７に、ワイヤレス通信システムにおいて利用される混合モードアプリケーションの
ためのＱｏＳの確立を管理するための第２の方法１７００を示す。方法１７００は、たと
えば、通信ネットワーク（たとえば、ネットワーク１０４）および／または他の好適なエ
ンティティによって実行され得る。方法１７００はブロック１７０２において開始し、少
なくとも１つのＵＥとの通信を可能にするアプリケーションを識別する。ブロック１７０
４において、アプリケーションのためのＱｏＳがネットワーク主導型であるべきか、少な
くとも１つのＵＥによって開始されるべきかを判断する。ブロック１７０６において、判
断することの結果の指示を構築する。ブロック１７０８において、指示を少なくとも１つ
のＵＥに伝達する。
【０１０２】
　次に図１８を参照すると、ワイヤレス通信システムにおいて利用される混合モードアプ
リケーションのためのＱｏＳの確立を管理するための第３の方法１８００が示されている
。方法１８００は、たとえば、モバイルデバイスおよび／または他の好適なエンティティ
によって実行され得る。方法１８００はブロック１８０２において開始し、通信ネットワ
ークとの通信を可能にするアプリケーションのためのＱｏＳの初期化を試みる。ブロック
１８０４において、通信ネットワークからＱｏＳ拒否が受信されたかどうかを判断する。
ブロック１８０６において、方法１８００を実行するエンティティは、通信ネットワーク
からＱｏＳ拒否を受信したことに応答して、ＱｏＳ拒否に少なくとも部分的に基づいて、
通信ネットワークからのアプリケーションのためのＱｏＳの初期化を待つ。
【０１０３】
　図１９に、ワイヤレス通信システムにおいて利用される混合モードアプリケーションの
ためのＱｏＳの確立を管理することを可能にする第４の方法１９００を示す。方法１９０
０は、たとえば、ワイヤレス通信ネットワークおよび／または他の好適なエンティティに
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よって実行され得る。方法１９００はブロック１９０２において開始し、ＵＥと、ネット
ワーク通信のためにＵＥによって利用されるアプリケーションとを識別する。ブロック１
９０４において、アプリケーションに関する、ＵＥによる試みられたＱｏＳ開始を検出す
る。ブロック１９０６において、アプリケーションのためのＱｏＳがネットワーク主導型
であると見なされる場合、アプリケーションに関する、ＵＥによる試みられたＱｏＳ開始
を検出したことに応答して、ＵＥに拒否メッセージングを通信する。
【０１０４】
　図２０を参照すると、ＲＡＴ間ハンドオーバに関連するフロー対ベアラＱｏＳマッピン
グを実行するための方法２０００の流れ図が示されている。方法２０００は、たとえば、
ＵＥおよび／または他の好適なネットワークエンティティによって実行され得る。方法２
０００はブロック２００２において開始し、少なくとも１つのＩＰフローと、少なくとも
１つのＩＰフローにそれぞれ関連するそれぞれのＩＰフローＴＦＴとを識別する。ブロッ
ク２００４において、関連するネットワークから、少なくとも１つのベアラと、それぞれ
のベアラに関係する少なくとも１つのベアラＴＦＴとに対応するＱｏＳ確立メッセージン
グを受信する。ブロック２００６において、少なくとも部分的に、ＩＰフローＴＦＴをベ
アラＴＦＴに一致させることによって、それぞれのＩＰフローとベアラとの間の関連付け
を判断する。
【０１０５】
　次に図２１を参照すると、複数のＲＡＴに対応するＱｏＳパラメータのマッピングを可
能にする第１の方法２１００が示されている。方法２１００は、たとえば、ＵＥ、ＵＥを
サービスしている１つまたは複数のネットワーク、および／または他の好適なネットワー
クエンティティによって実行され得る。方法２１００はブロック２１０２において開始し
、第１のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータの第１のセットと、第２のＲＡＴに関連する
ＱｏＳパラメータの第２のセットとを識別する。次に、ブロック２１０４において、利用
されたネットワーク通信アプリケーションと、利用されたネットワーク通信アプリケーシ
ョンに関連するＱｏＳパラメータの第１のセット中の少なくとも１つのＱｏＳパラメータ
とに関係する情報を取得する。ブロック２１０６において、利用されたネットワーク通信
アプリケーションとは無関係に、利用されたネットワーク通信アプリケーションに関連す
るＱｏＳパラメータの第１のセット中の少なくとも１つのＱｏＳパラメータを、ＱｏＳパ
ラメータの第２のセット中の少なくとも１つのＱｏＳパラメータにマッピングする。
【０１０６】
　図２２に、複数のＲＡＴに対応するＱｏＳパラメータのマッピングを可能にする第２の
方法２２００を示す。方法２２００は、たとえば、ユーザデバイス、ユーザデバイスをサ
ービスしている１つまたは複数のネットワーク、および／または他の好適なネットワーク
エンティティによって実行され得る。方法２２００はブロック２２０２において開始し、
関連するネットワークとの通信を可能にするアプリケーションを識別する。ブロック２２
０４において、アプリケーションから、それぞれのＲＡＴに関係するそれぞれのＱｏＳパ
ラメータを取得する。ブロック２２０６において、第１のＲＡＴから第２のＲＡＴへのア
プリケーションのハンドオーバを識別する。ブロック２２０８において、方法２２００を
実行するエンティティは、アプリケーションから取得されたそれぞれのＱｏＳパラメータ
に少なくとも部分的に基づいて、アプリケーションに関連し、第１のＲＡＴに関係する少
なくとも１つのＱｏＳパラメータを、アプリケーションに関連し、第２のＲＡＴに関係す
る少なくとも１つのＱｏＳパラメータにマッピングする。
【０１０７】
　次に図２３を参照すると、複数のＲＡＴ間ハンドオーバに関してＱｏＳパラメータの保
存を可能にする第１の方法２３００が示されている。方法２３００は、たとえば、無線ア
クセスネットワークおよび／または他の好適なエンティティによって実行され得る。方法
２３００はブロック２３０２において開始し、ＵＥと、ＲＡＴに関してＵＥによって使用
されるＱｏＳパラメータとを識別する。次に、ブロック２３０４において、ＲＡＴからの
ＵＥのエグジットとＲＡＴへのＵＥのリエントリとを検出する。ブロック２３０６におい
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て、ＲＡＴへのＵＥのリエントリに応答して、ＲＡＴに関してＵＥによって使用されるＱ
ｏＳパラメータに少なくとも部分的に基づいて、ＵＥのためのＱｏＳを再確立する。
【０１０８】
　図２４に、複数のＲＡＴ間ハンドオーバに関してＱｏＳパラメータを保存するための第
２の方法２４００を示す。方法２４００は、たとえば、ＵＥ、ＵＥをサービスしているネ
ットワーク、および／または他の好適なエンティティによって実行され得る。方法２４０
０はブロック２４０２において開始し、第１のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータと第２
のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータとの間のマッピング関係に関係する情報を取得する
。次に、ブロック２４０４において、第１のＲＡＴに関して利用されるＱｏＳパラメータ
を識別する。ブロック２４０６において、第１のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータと第
２のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータとの間のマッピング関係に少なくとも部分的に基
づいて、第１のＲＡＴに関して利用されるＱｏＳパラメータを、第２のＲＡＴに関連する
ＱｏＳパラメータにマッピングする。
【０１０９】
　図２５を参照すると、ＲＡＴ間ハンドオーバの後にＱｏＳが格下げされた場合、ネット
ワークアプリケーションの動作を適応させるための方法２５００が示されている。方法２
５００は、たとえば、モバイルデバイスおよび／または他の好適なネットワークエンティ
ティによって実行され得る。方法２５００はブロック２５０２において開始し、ネットワ
ークアプリケーションに関して実行されたＲＡＴ間ハンドオーバに関連して、第１のＲＡ
Ｔに関連するＱｏＳパラメータを第２のＲＡＴに関連する対応するＱｏＳパラメータにマ
ッピングする。ブロック２５０４において、少なくとも部分的に、第１のＲＡＴに関連す
るＱｏＳパラメータと第２のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータとを比較することによっ
て、第２のＲＡＴがネットワークアプリケーションのための十分なＱｏＳを与えるかどう
かを判断する。ブロック２５０６において、方法２５００を実行するエンティティは、第
２のＲＡＴがネットワークアプリケーションのための十分なＱｏＳを与えないと判断され
た場合、第２のＲＡＴのＱｏＳへの第２のＲＡＴに関するネットワークアプリケーション
の適応を可能にする。
【０１１０】
　図２６に、複数のＲＡＴに関してＱｏＳ情報を維持するためにトンネリングを利用する
ための第１の方法２６００を示す。方法２６００は、たとえば、ＵＥおよび／または他の
好適なネットワークエンティティによって実行され得る。方法２６００はブロック２６０
２において開始し、第１のネットワーク上でパケットフローのためのＱｏＳを初期化する
。次に、ブロック２６０４において、初期化することに応答して、第２のネットワークへ
のトンネリングを介して第２のネットワーク上のパケットフローのためのＱｏＳコンテキ
ストを確立する。ブロック２６０６において、第１のネットワーク上でパケットフローの
ためのＱｏＳの変化の監視を実行する。ブロック２６０８において、第１のネットワーク
上でのパケットフローのためのＱｏＳのそれぞれの監視された変化に応答して、第２のネ
ットワークへのトンネリングを介して第２のネットワーク上のパケットフローのためのＱ
ｏＳコンテキストを更新する。
【０１１１】
　図２７に、複数のＲＡＴに関してＱｏＳ情報を維持するためにトンネリングを利用する
ための第２の方法２７００を示す。方法２７００は、たとえば、１つまたは複数のＵＥを
サービスしているネットワークおよび／または他の好適なネットワークエンティティによ
って実行され得る。方法２７００はブロック２７０２において開始し、ネットワークデバ
イスへのトンネリングを介して第１のネットワーク上のネットワークデバイスに関連する
パケットフローに関係する情報を取得する。ブロック２７０４において、パケットフロー
に対応する、非アクティブ状態にある第２のネットワークのためのＱｏＳコンテキストを
初期化する。ブロック２７０６において、第２のネットワークへのネットワークデバイス
のエントリを検出する。ブロック２７０８において、第２のネットワークへのネットワー
クデバイスのエントリに応答して、第２のネットワークのためのＱｏＳコンテキストをア
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クティブにする。
【０１１２】
　次に図２８を参照すると、ＲＡＴ間ハンドオーバ中にＱｏＳ確立動作を処理するための
第１の方法２８００が示されている。方法２８００は、たとえば、ＵＥおよび／または他
の好適なネットワークエンティティによって実行され得る。方法２８００はブロック２８
０２において開始し、ワイヤレス通信システムにおける通信を可能にするアプリケーショ
ンを識別する。ブロック２８０４において、ＲＡＴに関連するネットワークへのエントリ
を検出する。ブロック２８０６において、ＲＡＴのためのＱｏＳがユーザ主導型であるか
ネットワーク主導型であるかを判断する。ブロック２８０８において、ＲＡＴのためのＱ
ｏＳがネットワーク主導型である場合、ネットワーク確立されたＱｏＳに従ってアプリケ
ーションの動作を指示する。追加または代替として、ブロック２８１０において、ＲＡＴ
のためのＱｏＳがユーザ主導型である場合、ＱｏＳとは無関係にアプリケーションの動作
を指示する。
【０１１３】
　図２９を参照すると、ＲＡＴ間ハンドオーバ中にＱｏＳ確立動作を処理するための第２
の方法２９００が示されている。方法２９００は、たとえば、ＵＥおよび／または他の好
適なネットワークエンティティによって実行され得る。方法２９００はブロック２９０２
において開始し、少なくとも第１のＲＡＴと第２のＲＡＴとによる通信を可能にするアプ
リケーションを識別する。ブロック２９０４において、第１のＲＡＴから第２のＲＡＴへ
のアプリケーションのハンドオーバを検出する。ブロック２９０６において、第２のＲＡ
Ｔに関連するネットワークがアプリケーションのためのＱｏＳを初期化するように構成さ
れるかどうかを判断する。ブロック２９０８において、判断することに少なくとも部分的
に基づいて、第２のＲＡＴに関するアプリケーションのためのＱｏＳを確立する。
【０１１４】
　次に図３０～図４３を参照すると、本明細書で説明する様々な態様を可能にすることが
できるそれぞれの装置３０００～４３００が示されている。装置３０００～４３００は機
能ブロックを含むものとして表されており、その機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウ
ェア、またはそれらの組合せ（たとえば、ファームウェア）によって実装される機能を表
す機能ブロックとすることができることを諒解されたい。
【０１１５】
　最初に図３０を参照すると、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに
関する効率的なＱｏＳコンテキスト転送を可能にする第１の装置３０００が示されている
。装置３０００は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１０２）および／または他の好適なネットワー
クエンティティによって実装され得、ワイヤレス通信ネットワークとの通信を可能にする
アプリケーションを識別するためのモジュール３００２と、ワイヤレス通信ネットワーク
から、アプリケーションのためのＱｏＳ開始に関係するフラグを受信するためのモジュー
ル３００４と、指示に少なくとも部分的に基づいて、アプリケーションのためのＱｏＳを
開始すべきか、ワイヤレス通信ネットワークによるアプリケーションのためのＱｏＳの開
始を待つべきかを判断するためのモジュール３００６とを含むことができる。
【０１１６】
　図３１に、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱ
ｏＳコンテキスト転送を可能にする第２の装置３１００を示す。装置３１００は、通信ネ
ットワーク（たとえば、ネットワーク１０４）および／または他の好適なネットワークエ
ンティティによって実装され得、少なくとも１つのＵＥとの通信のためのアプリケーショ
ンを識別するためのモジュール３１０２と、アプリケーションのためのＱｏＳがネットワ
ーク主導型であるべきかＵＥ主導型であるべきかを示すフラグを生成するためのモジュー
ル３１０４と、フラグを少なくとも１つのＵＥに通信するためのモジュール３１０６とを
含むことができる。
【０１１７】
　次に図３２を参照すると、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関
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する効率的なＱｏＳコンテキスト転送を可能にする第３の装置３２００が示されている。
装置３２００は、ＵＥおよび／または他の好適なネットワークエンティティによって実装
され得、関連するネットワークとの通信を可能にするアプリケーションに関するＱｏＳ開
始を試みるためのモジュール３２０２と、関連するネットワークから、アプリケーション
に関係する拒否メッセージングが受信されたかどうかを判断するためのモジュール３２０
４と、受信された拒否メッセージングに応答して、受信された拒否メッセージングに少な
くとも部分的に基づいて、アプリケーションに関する、関連するネットワークからのＱｏ
Ｓ開始を待つためのモジュール３２０６とを含むことができる。
【０１１８】
　図３３に、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱ
ｏＳコンテキスト転送を可能にする第４の装置３３００を示す。装置３３００は、通信ネ
ットワークおよび／または他の好適なネットワークエンティティによって実装され得、ネ
ットワーク通信のためにＵＥによって利用されるアプリケーションに関する、ＵＥによっ
て実行された試みられたＱｏＳ開始プロシージャを識別するためのモジュール３３０２と
、アプリケーションがネットワークＱｏＳ開始を利用するように構成される場合、試みら
れたＱｏＳ開始プロシージャに応答して、ＵＥにＱｏＳ拒否をシグナリングするためのモ
ジュール３３０４とを含むことができる。
【０１１９】
　図３４を参照すると、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する
効率的なＱｏＳコンテキスト転送を可能にする第５の装置３４００が示されている。装置
３４００は、ネットワークデバイスおよび／または他の好適なネットワークエンティティ
によって実装され得、それぞれのパケットフローに対応する１つまたは複数のＴＦＴを識
別するためのモジュール３４０２と、関連するネットワークから、ベアラＴＦＴに関連す
る指定されたベアラに対応するＱｏＳパラメータに関係するシグナリングを取得するため
のモジュール３４０４と、少なくとも部分的に、それぞれのパケットフローに対応するＴ
ＦＴをベアラＴＦＴに一致させることによって、それぞれのパケットフローのうちの１つ
または複数を指定されたベアラにマッピングするためのモジュール３４０６とを含むこと
ができる。
【０１２０】
　次に図３５を参照すると、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関
する効率的なＱｏＳコンテキスト転送を可能にする第６の装置３５００が示されている。
装置３５００は、ＵＥ、１つまたは複数のＵＥをサービスしているネットワーク、および
／または他の好適なエンティティによって実装され得、第１のＲＡＴに関連するＱｏＳパ
ラメータの第１のセットと、第２のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータの第２のセットと
、ネットワーク通信を可能にするアプリケーションとに関係する情報を取得するためのモ
ジュール３５０２と、アプリケーションに関係するＱｏＳパラメータの第１のセット中の
少なくとも１つのＱｏＳパラメータを識別するためのモジュール３５０４と、アプリケー
ションとは無関係に、アプリケーションに関係するＱｏＳパラメータの第１のセット中の
少なくとも１つのＱｏＳパラメータを、ＱｏＳパラメータの第２のセット中の少なくとも
１つのＱｏＳパラメータにマッピングするためのモジュール３５０６とを含むことができ
る。
【０１２１】
　図３６に、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱ
ｏＳコンテキスト転送を可能にする第７の装置３６００を示す。装置３６００は、ＵＥ、
１つまたは複数のＵＥをサービスしているネットワーク、および／または他の好適なエン
ティティによって実装され得、ネットワークアプリケーションから、それぞれのＲＡＴに
関係するＱｏＳパラメータのセットを取得するためのモジュール３６０２と、ネットワー
クアプリケーションから取得された第１のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータのセット中
の少なくとも１つのＱｏＳパラメータを、ネットワークアプリケーションから取得された
第２のＲＡＴに関連するＱｏＳパラメータのセット中の少なくとも１つのＱｏＳパラメー
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タにマッピングするためのモジュール３６０４とを含むことができる。
【０１２２】
　図３７を参照すると、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する
効率的なＱｏＳコンテキスト転送を可能にする第８の装置３７００が示されている。装置
３７００は、通信ネットワークおよび／または他の好適なネットワークエンティティによ
って実装され得、ネットワークデバイスが第１のハンドオーバを介して関連するＲＡＴを
離れたことに応答して、関連するＲＡＴに関してネットワークデバイスによって利用され
るＱｏＳパラメータを識別するためのモジュール３７０２と、関連するＲＡＴに関してネ
ットワークデバイスによって利用されるＱｏＳパラメータに少なくとも部分的に基づいて
、ネットワークデバイスが第２のハンドオーバを介して関連するＲＡＴに再び入ったこと
に応答して、ネットワークデバイスのためのＱｏＳを確立するためのモジュール３７０４
とを含むことができる。
【０１２３】
　次に図３８を参照すると、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関
する効率的なＱｏＳコンテキスト転送を可能にする第９の装置３８００が示されている。
装置３８００は、モバイルデバイス、１つまたは複数のモバイルデバイスをサービスして
いるネットワーク、および／または他の好適なエンティティによって実装され得、少なく
とも１つのアプリケーションがネットワーク通信を行うことができる第１のＲＡＴと第２
のＲＡＴとを識別するためのモジュール３８０２と、第１のＲＡＴのためのそれぞれのＱ
ｏＳパラメータと第２のＲＡＴのためのそれぞれのＱｏＳパラメータとの間のマッピング
に関係する情報を取得するためのモジュール３８０４と、少なくとも部分的に、マッピン
グに従って、アプリケーションによって利用される第１のＲＡＴのためのＱｏＳパラメー
タに対応する第２のＲＡＴのためのＱｏＳパラメータを取得することによって、第２のＲ
ＡＴに関するアプリケーションのためのＱｏＳを確立するためのモジュール３８０６とを
含むことができる。
【０１２４】
　図３９に、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱ
ｏＳコンテキスト転送を可能にする第１０の装置３９００を示す。装置３９００は、ＵＥ
および／または他の好適なネットワークエンティティによって実装され得、少なくとも、
ＲＡＴ間ハンドオーバに関連するソースＲＡＴとターゲットＲＡＴとによる通信を可能に
するアプリケーションを識別するためのモジュール３９０２と、ソースＲＡＴに関連する
ＱｏＳパラメータをターゲットＲＡＴに関連する少なくとも１つの対応するＱｏＳパラメ
ータにマッピングするためのモジュール３９０４と、ターゲットＲＡＴに関連する少なく
とも１つのＱｏＳパラメータがアプリケーションのための不十分なＱｏＳを示す場合、タ
ーゲットＲＡＴに関するアプリケーションの動作を適応させるためのモジュール３９０６
とを含むことができる。
【０１２５】
　図４０に、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱ
ｏＳコンテキスト転送を可能にする第１１の装置４０００を示す。装置４０００は、ＵＥ
および／または他の好適なネットワークエンティティによって実装され得、ＩＰフローと
、パケットフローが利用され得る第１のネットワークおよび第２のネットワークとに関係
するデータを取得するためのモジュール４００２と、第１のネットワーク上でＩＰフロー
のためのＱｏＳを初期化するためのモジュール４００４と、第１のネットワーク上でのＩ
ＰフローのためのＱｏＳの初期化に応答して、第２のネットワークへのトンネリングを介
して第２のネットワーク上のＩＰフローのためのＱｏＳコンテキストを確立するためのモ
ジュール４００６と、第１のネットワーク上でのＩＰフローのＱｏＳのそれぞれの変化に
応答して、第２のネットワークへのトンネリングを介して第２のネットワーク上のＩＰフ
ローのためのＱｏＳコンテキストを更新するためのモジュール４００８とを含むことがで
きる。
【０１２６】
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　次に図４１を参照すると、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関
する効率的なＱｏＳコンテキスト転送を可能にする第１２の装置４１００が示されている
。装置４１００は、無線アクセスネットワークおよび／または他の好適なワイヤレス通信
エンティティによって実装され得、ＵＥと、ＵＥへのトンネリングとを識別するためのモ
ジュール４１０２と、ＵＥへのトンネリングを介してＵＥに関連するネットワーク上のＵ
Ｅによって利用されるＩＰフローに関係する情報を受信するためのモジュール４１０４と
、関連するネットワークのための、非アクティブ状態にあるＩＰフローのためのＱｏＳコ
ンテキストを初期化するためのモジュール４１０６と、関連するネットワークへのＵＥの
エントリを検出したときに、ＩＰフローのためのＱｏＳコンテキストをアクティブにする
ためのモジュール４１０８とを含むことができる。
【０１２７】
　図４２を参照すると、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する
効率的なＱｏＳコンテキスト転送を可能にする第１３の装置４２００が示されている。装
置４２００は、ＵＥおよび／または他の好適なワイヤレス通信エンティティによって実装
され得、ネットワークアプリケーションと、通信ネットワークと、通信ネットワークに関
連するＲＡＴとを識別するためのモジュール４２０２と、通信ネットワークへのエントリ
を検出するためのモジュール４２０４と、通信ネットワークに関連するＲＡＴがネットワ
ーク主導型ＱｏＳを与える場合、ネットワーク確立されたＱｏＳに従ってアプリケーショ
ンを利用するためのモジュール４２０６と、通信ネットワークに関連するＲＡＴがネット
ワーク主導型ＱｏＳを与えない場合、ＱｏＳとは無関係にアプリケーションを利用するた
めのモジュール４２０８とを含むことができる。
【０１２８】
　図４３に、ワイヤレス通信システムにおいてＲＡＴ間ハンドオーバに関する効率的なＱ
ｏＳコンテキスト転送を可能にする第１４の装置４３００を示す。装置４３００は、モバ
イルデバイスおよび／または他の好適なネットワークエンティティによって実装され得、
第１のＲＡＴから第２のＲＡＴへのアプリケーションのハンドオーバを識別するためのモ
ジュール４３０２と、第２のＲＡＴに関するアプリケーションのためのＱｏＳがネットワ
ーク主導型であるかユーザ主導型であるかの判断を行うためのモジュール４３０４と、判
断に応答して、第２のＲＡＴに関するアプリケーションのためのＱｏＳを確立するための
モジュール４３０６とを含むことができる。
【０１２９】
　次に図４４を参照すると、様々な態様によるワイヤレス多元接続通信システムの図が与
えられている。一例では、アクセスポイント４４００（ＡＰ）は複数のアンテナグループ
を含む。図４４に示すように、１つのアンテナグループはアンテナ４４０４および４４０
６を含み、別のアンテナグループはアンテナ４４０８および４４１０を含み、別のアンテ
ナグループはアンテナ４４１２および４４１４を含むことができる。図４４では、アンテ
ナグループごとに２つのアンテナのみが示されているが、アンテナグループごとにより多
いまたはより少ないアンテナが利用され得ることを諒解されたい。別の例では、アクセス
端末４４１６はアンテナ４４１２および４４１４と通信中であり得、アンテナ４４１２お
よび４４１４は、順方向リンク４４２０上でアクセス端末４４１６に情報を送信し、逆方
向リンク４４１８上でアクセス端末４４１６から情報を受信する。追加および／または代
替として、アクセス端末４４２２はアンテナ４４０６および４４０８と通信中であり得、
アンテナ４４０６および４４０８は、順方向リンク４４２６上でアクセス端末４４２２に
情報を送信し、逆方向リンク４４２４上でアクセス端末４４２２から情報を受信する。周
波数分割複信システムでは、通信リンク４４１８、４４２０、４４２４および４４２６は
、通信のための異なる周波数を使用することができる。たとえば、順方向リンク４４２０
は、逆方向リンク４４１８によって使用される周波数とは異なる周波数を使用し得る。
【０１３０】
　アンテナの各グループ、および／またはアンテナが通信するように設計されたエリアは
、アクセスポイントのセクタと呼ばれることがある。一態様によれば、アンテナグループ
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は、アクセスポイント４４００によってカバーされるエリアのセクタ中でアクセス端末に
通信するように設計され得る。順方向リンク４４２０および４４２６上の通信では、アク
セスポイント４４００の送信アンテナは、異なるアクセス端末４４１６および４４２２に
対して順方向リンクの信号対雑音比を改善するためにビームフォーミングを利用すること
ができる。また、アクセスポイントが、ビームフォーミングを使用して、それのカバレー
ジ中にランダムに分散されたアクセス端末に送信するほうが、アクセスポイントが単一の
アンテナを介してそれのすべてのアクセス端末に送信するよりも、隣接セル中のアクセス
端末への干渉が小さくなる。
【０１３１】
　アクセスポイント、たとえばアクセスポイント４４００は、端末と通信するために使用
される固定局とすることができ、基地局、ｅＮＢ、アクセスネットワーク、および／また
は他の好適な用語で呼ばれることもある。さらに、アクセス端末、たとえばアクセス端末
４４１６または４４２２は、モバイル端末、ユーザ機器、ワイヤレス通信デバイス、端末
、ワイヤレス端末、および／または他の適切な用語で呼ばれることもある。
【０１３２】
　次に図４５を参照すると、本明細書で説明する様々な態様が機能することができる、例
示的なワイヤレス通信システム４５００を示すブロック図が与えられている。一例では、
システム４５００は、送信機システム４５１０と受信機システム４５５０とを含む多入力
多出力（ＭＩＭＯ）システムである。ただし、送信機システム４５１０および／または受
信機システム４５５０は、たとえば、（たとえば、基地局上の）複数の送信アンテナが１
つまたは複数のシンボルストリームを単一のアンテナデバイス（たとえば、移動局）に送
信することができる、多入力単出力システムにも適用され得ることを諒解されたい。さら
に、本明細書で説明する送信機システム４５１０および／または受信機システム４５５０
の態様は、単出力単入力アンテナシステムに関して利用され得ることを諒解されたい。
【０１３３】
　一態様によれば、送信機システム４５１０において、いくつかのデータストリームのト
ラフィックデータがデータソース４５１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ４５１４に
与えられる。一例では、各データストリームは、次いで、それぞれの送信アンテナ４５２
４を介して送信され得る。さらに、ＴＸデータプロセッサ４５１４は、それぞれのデータ
ストリーム用に選択された特定のコーディング方式に基づいて、データストリームごとに
トラフィックデータをフォーマットし、符号化し、インターリーブして、コード化データ
を与えることができる。一例では、各データストリームのコード化データは、次いで、Ｏ
ＦＤＭ技法を使用してパイロットデータと多重化され得る。パイロットデータは、たとえ
ば、既知の方法で処理される既知のデータパターンとすることができる。さらに、パイロ
ットデータは、チャネル応答を推定するために受信機システム４５５０において使用され
得る。送信機システム４５１０に戻ると、各データストリームの多重化されたパイロット
データとコード化データは、それぞれのデータストリーム用に選択された特定の変調方式
（たとえば、ＢＰＳＫ、ＱＳＰＫ、Ｍ－ＰＳＫ、またはＭ－ＱＡＭ）に基づいて変調（た
とえば、シンボルマッピング）されて、変調シンボルを与えることができる。一例では、
各データストリームのデータレート、コーディング、および変調は、プロセッサ４５３０
上で実行される命令および／またはプロセッサ４５３０によって与えられる命令によって
判断され得る。
【０１３４】
　次に、すべてのデータストリームの変調シンボルはＴＸプロセッサ４５２０に与えられ
得、ＴＸプロセッサ４５２０は、（たとえば、ＯＦＤＭのために）変調シンボルをさらに
処理することができる。ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ４５２０は、次いで、ＮT個の変調シ
ンボルストリームをＮT個のトランシーバ４５２２ａ～４５２２ｔに与えることができる
。一例では、各トランシーバ４５２２は、それぞれのシンボルストリームを受信し、処理
して、１つまたは複数のアナログ信号を与えることができる。各トランシーバ４５２２は
、次いで、それらのアナログ信号をさらに調整（たとえば、増幅、フィルタ処理、および
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アップコンバート）して、ＭＩＭＯチャネルを介した送信に適した被変調信号を与えるこ
とができる。したがって、トランシーバ４５２２ａ～４５２２ｔからのＮT個の被変調信
号は、次いで、それぞれＮT個のアンテナ４５２４ａ～４５２４ｔから送信され得る。
【０１３５】
　別の態様によれば、送信された被変調信号は、ＮR個のアンテナ４５５２ａ～４５５２
ｒによって受信機システム４５５０において受信され得る。各アンテナ４５５２からの受
信信号は、次いで、それぞれのトランシーバ４５５４に与えられ得る。一例では、各トラ
ンシーバ４５５４は、それぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、およ
びダウンコンバート）し、調整された信号をデジタル化して、サンプルを与え、次いで、
それらのサンプルを処理して、対応する「受信」シンボルストリームを与えることができ
る。次いで、ＲＸ　ＭＩＭＯ／データプロセッサ４５６０が、ＮR個のトランシーバ４５
５４からのＮR個の受信シンボルストリームを受信し、特定の受信機処理技法に基づいて
処理して、ＮT個の「検出」シンボルストリームを与えることができる。一例では、各検
出シンボルストリームは、対応するデータストリームの送信された変調シンボルの推定値
であるシンボルを含むことができる。ＲＸプロセッサ４５６０は、次いで、少なくとも部
分的に、各検出シンボルストリームを復調し、デインターリーブし、復号することによっ
て、各シンボルストリームを処理して、対応するデータストリームに関するトラフィック
データを復元することができる。したがって、ＲＸデータプロセッサ４５６０による処理
は、送信機システム４５１０におけるＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ４５２０とＴＸデータプ
ロセッサ４５１４とによって実行される処理を補足することができる。ＲＸプロセッサ４
５６０は、さらに、処理されたシンボルストリームをデータシンク４５６４に与えること
ができる。
【０１３６】
　一態様によれば、ＲＸプロセッサ４５６０によって生成されるチャネル応答推定値は、
受信機において空間／時間処理を実行し、電力レベルを調整し、変調レートまたは方式を
変更し、および／または他の適切なアクションを実行するために使用され得る。さらに、
ＲＸプロセッサ４５６０は、さらに、たとえば、検出シンボルストリームの信号対雑音干
渉比（ＳＮＲ）などのチャネル特性を推定することができる。ＲＸプロセッサ４５６０は
、次いで、推定されたチャネル特性をプロセッサ４５７０に与えることができる。一例で
は、ＲＸプロセッサ４５６０および／またはプロセッサ４５７０は、さらに、システムの
「動作」ＳＮＲの推定値を導出することができる。プロセッサ４５７０は、次いで、通信
リンクおよび／または受信データストリームに関する情報を備えることができるチャネル
状態情報（ＣＳＩ）を与えることができる。この情報は、たとえば、動作ＳＮＲを含むこ
とができる。ＣＳＩは、次いで、ＴＸデータプロセッサ４５１８によって処理され、変調
器４５８０によって変調され、トランシーバ４５５４ａ～４５５４ｒによって調整され、
送信機システム４５１０に返信され得る。さらに、受信機システム４５５０にあるデータ
ソース４５１６が、ＴＸデータプロセッサ４５１８によって処理されるべき追加のデータ
を与えることができる。
【０１３７】
　送信機システム４５１０に戻ると、次いで、受信機システム４５５０からの被変調信号
は、アンテナ４５２４によって受信され、トランシーバ４５２２によって調整され、復調
器４５４０によって復調され、ＲＸデータプロセッサ４５４２によって処理されて、受信
機システム４５５０によって報告されたＣＳＩを復元することができる。一例では、報告
されたＣＳＩは、次いで、プロセッサ４５３０に与えられ、１つまたは複数のデータスト
リームのために使用されるべきデータレートならびにコーディングおよび変調方式を判断
するために使用され得る。判断されたコーディングおよび変調方式は、次いで、受信機シ
ステム４５５０への後の送信における量子化および／または使用のためにトランシーバ４
５２２に与えられ得る。追加および／または代替として、報告されたＣＳＩは、ＴＸデー
タプロセッサ４５１４およびＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ４５１８のための様々な制御を生
成するためにプロセッサ４５３０によって使用され得る。別の例では、ＲＸデータプロセ
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ッサ４５４２によって処理されたＣＳＩおよび／または他の情報はデータシンク４５４４
に与えられ得る。
【０１３８】
　一例では、送信機システム４５１０にあるプロセッサ４５３０および受信機システム４
５５０にあるプロセッサ４５７０は、それらのそれぞれのシステムにおいて動作を指示す
る。さらに、送信機システム４５１０にあるメモリ４５３２および受信機システム４５５
０にあるメモリ４５７２は、それぞれプロセッサ４５３０および４５７０によって使用さ
れるプログラムコードおよびデータの記憶を可能にすることができる。さらに、受信機シ
ステム４５５０において、ＮT個の送信シンボルストリームを検出するためにＮR個の受信
信号を処理するために、様々な処理技法が使用され得る。これらの受信機処理技法は、等
化技法とも呼ばれることがある空間および時空間受信機処理技法、および／または「逐次
干渉消去」もしくは「逐次消去」受信機処理技法とも呼ばれることがある「逐次ヌル化／
等化および干渉消去」受信機処理技法を含むことができる。
【０１３９】
　本明細書で説明した態様は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウ
ェア、マイクロコード、またはそれらの任意の組合せで実装され得ることを理解されたい
。本システムおよび／または方法は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェアまた
はマイクロコード、プログラムコードまたはコードセグメントにおいて実装されたとき、
記憶構成要素など、機械可読媒体に記憶され得る。コードセグメントは、プロシージャ、
関数、サブプログラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン、モジュール、ソフトウェ
アパッケージ、クラス、あるいは命令、データ構造またはプログラムステートメントの任
意の組合せを表すことができる。コードセグメントは、情報、データ、引数、パラメータ
、またはメモリ内容をパスおよび／または受信することによって、別のコードセグメント
またはハードウェア回路に結合され得る。情報、引数、パラメータ、データなどは、メモ
リ共有、メッセージパッシング、トークンパッシング、ネットワーク送信などを含む、好
適な手段を使用してパス、フォワーディング、または送信され得る。
【０１４０】
　ソフトウェア実装の場合、本明細書で説明した技法は、本明細書で説明した機能を実行
するモジュール（たとえば、プロシージャ、関数など）を用いて実装され得る。ソフトウ
ェアコードは、メモリユニットに記憶され、プロセッサによって実行され得る。メモリユ
ニットは、プロセッサの内部またはプロセッサの外部に実装され、その場合、当技術分野
で知られているように様々な手段によってプロセッサに通信可能に結合され得る。
【０１４１】
　上記の説明は１つまたは複数の態様の例を含む。もちろん、上述の態様について説明す
る目的で、構成要素または方法のあらゆる考えられる組合せについて説明することは不可
能であるが、当業者なら、様々な態様の多数のさらなる組合せおよび置換が可能であるこ
とを認識できよう。したがって、説明した態様は、添付の特許請求の範囲の趣旨および範
囲内に入るすべてのそのような改変形態、変更形態、および変形形態を包含するものとす
る。さらに、「含む（include）」という用語は、発明を実施するための形態または特許
請求の範囲のいずれかにおいて使用される限り、「備える（comprising）」という用語を
採用すると請求項における移行語と解釈されるように「備える（comprising）」と同様に
包括的なものとする。さらに、発明を実施するための形態または特許請求の範囲のいずれ
かで使用される「または（or）」という用語は、「非排他的なまたは（non-exclusive or
）」を意味するものとする。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ネットワークアプリケーションに関して実行された無線アクセス技術（ＲＡＴ
）間ハンドオーバに関連して、第１のＲＡＴに関連するサービス品質（ＱｏＳ）パラメー
タを第２のＲＡＴに関連する対応するＱｏＳパラメータにマッピングすることと、
　少なくとも部分的に、前記第１のＲＡＴに関連する前記ＱｏＳパラメータと前記第２の
ＲＡＴに関連する前記ＱｏＳパラメータとを比較することによって、前記第２のＲＡＴが
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前記ネットワークアプリケーションのための十分なＱｏＳを与えるかどうかを判断するこ
とと、
　前記第２のＲＡＴが前記ネットワークアプリケーションのための十分なＱｏＳを与えな
いと判断された場合、前記第２のＲＡＴのＱｏＳへの前記第２のＲＡＴに関する前記ネッ
トワークアプリケーションの適応を可能にすることと
を備える、方法。
［Ｃ２］　前記可能にすることが、前記第２のＲＡＴに関する不十分なＱｏＳを前記ネッ
トワークアプリケーションに通知することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記可能にすることが、前記ネットワークアプリケーションとは無関係に、前
記第２のＲＡＴに関連する前記ＱｏＳパラメータの再ネゴシエーションを試みることを備
える、請求項１に記載の方法。
［Ｃ４］　前記可能にすることは、前記第２のＲＡＴに関連する前記ＱｏＳパラメータの
試みられた再ネゴシエーションが成功しなかったことに応答して、前記第２のＲＡＴに関
する不十分なＱｏＳを前記ネットワークアプリケーションに通知することをさらに備える
、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］　前記可能にすることが、
　前記ネットワークアプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１つ
のプロシージャで構成されるかどうかを識別することと、
　前記ネットワークアプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１つ
のプロシージャを有する場合、前記第２のＲＡＴに関する不十分なＱｏＳを前記ネットワ
ークアプリケーションに通知することと、
　前記ネットワークアプリケーションが不十分なＱｏＳを処理するための少なくとも１つ
のプロシージャを有しない場合、前記ネットワークアプリケーションとは無関係に、前記
第２のＲＡＴに関連する前記ＱｏＳパラメータの再ネゴシエーションを試みることとを備
える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　前記マッピングすることが、前記第１のＲＡＴに関連する前記ＱｏＳパラメー
タを前記第２のＲＡＴに関連する複数のＱｏＳパラメータにマッピングすることを備え、
　前記判断することは、前記第２のＲＡＴに関連する前記複数のＱｏＳパラメータ中の少
なくとも１つのＱｏＳパラメータが前記ネットワークアプリケーションのための十分なＱ
ｏＳに対応するかどうかを判断することを備え、
　前記可能にすることは、前記第２のＲＡＴに関連する前記複数のＱｏＳパラメータ中の
ＱｏＳパラメータが前記ネットワークアプリケーションのための十分なＱｏＳに対応しな
い場合、前記第２のＲＡＴに関する不十分なＱｏＳを前記ネットワークアプリケーション
に通知することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］　少なくとも、無線アクセス技術（ＲＡＴ）間ハンドオーバに関連するソースＲ
ＡＴとターゲットＲＡＴとによる通信を可能にするアプリケーションに関係するデータを
記憶するメモリと、
　前記ソースＲＡＴに関連するサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを前記ターゲットＲＡ
Ｔに関連する対応するＱｏＳパラメータにマッピングすることと、少なくとも部分的に、
前記ソースＲＡＴに関連する前記ＱｏＳパラメータと前記ターゲットＲＡＴに関連する前
記ＱｏＳパラメータとを比較することによって、前記ターゲットＲＡＴが前記アプリケー
ションのための十分なＱｏＳを与えるかどうかを判断することと、前記ターゲットＲＡＴ
が前記アプリケーションのための十分なＱｏＳを与えないと判断された場合、前記ターゲ
ットＲＡＴに関する前記アプリケーションの適応された動作を可能にすることとを行うよ
うに構成されたプロセッサと
を備える、ワイヤレス通信装置。
［Ｃ８］　前記プロセッサが、前記ターゲットＲＡＴに関する不十分なＱｏＳを前記アプ
リケーションに通知すること、または前記アプリケーションとは無関係に、前記ターゲッ
トＲＡＴに関するＱｏＳ再ネゴシエーションを試みることのうちの少なくとも１つを実行
することによって、前記ターゲットＲＡＴに関する前記アプリケーションの適応された動
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作を可能にするようにさらに構成された、Ｃ７に記載のワイヤレス通信装置。
［Ｃ９］　少なくとも、無線アクセス技術（ＲＡＴ）間ハンドオーバに関連するソースＲ
ＡＴとターゲットＲＡＴとによる通信を可能にするアプリケーションを識別するための手
段と、
　前記ソースＲＡＴに関連するサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを、前記ターゲットＲ
ＡＴに関連する少なくとも１つの対応するＱｏＳパラメータにマッピングするための手段
と、
　前記ターゲットＲＡＴに関連する少なくとも１つのＱｏＳパラメータが前記アプリケー
ションのための不十分なＱｏＳを示す場合、前記ターゲットＲＡＴに関する前記アプリケ
ーションの動作を適応させるための手段と
を備える、装置。
［Ｃ１０］　適応させるための前記手段が、前記ターゲットＲＡＴに関する不十分なＱｏ
Ｓを前記アプリケーションに通知すること、または前記アプリケーションとは無関係に、
前記ターゲットＲＡＴに関するＱｏＳ再ネゴシエーションを試みることのうちの少なくと
も１つを実行するための手段を備える、Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１１］　コンピュータに、少なくとも、無線アクセス技術（ＲＡＴ）間ハンドオーバ
に関連するソースＲＡＴとターゲットＲＡＴとによる通信を可能にするアプリケーション
を識別させるためのコードと、
　コンピュータに、前記ソースＲＡＴに関連するサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを、
前記ターゲットＲＡＴに関連する少なくとも１つの対応するＱｏＳパラメータにマッピン
グさせるためのコードと、
　コンピュータに、前記ターゲットＲＡＴに関連する少なくとも１つのＱｏＳパラメータ
が前記アプリケーションのための不十分なＱｏＳを示す場合、前記ターゲットＲＡＴに関
する前記アプリケーションの動作を適応させるためのコードと
を備える、コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ１２］　第１のネットワーク上でパケットフローのためのサービス品質（ＱｏＳ）を
初期化することと、
　前記初期化することに応答して、第２のネットワークへのトンネリングを介して前記第
２のネットワーク上の前記パケットフローのためのＱｏＳコンテキストを確立することと
、
　前記第１のネットワーク上で前記パケットフローのための前記ＱｏＳの変化を監視する
ことと、
　前記第１のネットワーク上での前記パケットフローのための前記ＱｏＳのそれぞれの監
視された変化に応答して、前記第２のネットワークへの前記トンネリングを介して前記第
２のネットワーク上の前記パケットフローのための前記ＱｏＳコンテキストを更新するこ
とと
を備える、方法。
［Ｃ１３］　前記監視することが、前記パケットフローの終了を検出することを備え、
　前記更新することが、前記第２のネットワークへの前記トンネリングを介して前記第２
のネットワークに前記パケットフローの終了を示すことを備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記監視することが、前記パケットフローの再確立を検出することを備え、
　前記更新することが、前記第２のネットワークへの前記トンネリングを介して前記第２
のネットワークに前記パケットフローの再確立を示すことを備える、Ｃ１３に記載の方法
。
［Ｃ１５］　前記確立することが、
　ＱｏＳトンネリングが構成される１つまたは複数のパケットフロータイプを識別するこ
とと、
　前記パケットフローが、ＱｏＳトンネリングが構成される前記１つまたは複数のパケッ
トフロータイプ内に含まれるタイプである場合、前記初期化することに応答して、前記第
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２のネットワークへのトンネリングを介して前記第２のネットワーク上の前記パケットフ
ローのためのＱｏＳコンテキストを確立することと
を備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１６］　前記識別することが、相対的パケットフロー優先度に少なくとも部分的に基
づいて、ＱｏＳトンネリングが構成される前記１つまたは複数のパケットフロータイプを
識別することを備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］　パケットフローと第１のネットワークと第２のネットワークとに関係するデ
ータを記憶するメモリと、
　前記第１のネットワーク上で前記パケットフローのためのサービス品質（ＱｏＳ）を初
期化することと、前記第２のネットワークへのトンネリングを介して前記第２のネットワ
ーク上の前記パケットフローのためのＱｏＳコンテキストを確立することと、前記第１の
ネットワーク上で前記パケットフローのための前記ＱｏＳの変化を監視することと、前記
第１のネットワーク上での前記パケットフローのための前記ＱｏＳのそれぞれの監視され
た変化に応答して、前記第２のネットワークへの前記トンネリングを介して前記第２のネ
ットワーク上の前記パケットフローのための前記ＱｏＳコンテキストを更新することとを
行うように構成されたプロセッサと
を備える、ワイヤレス通信装置。
［Ｃ１８］　前記メモリは、ＱｏＳトンネリングが構成される１つまたは複数のパケット
フロータイプに関係するデータをさらに記憶し、
　前記プロセッサは、前記パケットフローが、ＱｏＳトンネリングが構成される前記１つ
または複数のパケットフロータイプ内に含まれるタイプである場合、前記初期化すること
に応答して、前記第２のネットワークへのトンネリングを介して前記第２のネットワーク
上の前記パケットフローのためのＱｏＳコンテキストを確立するようにさらに構成された
、Ｃ１７に記載のワイヤレス通信装置。
［Ｃ１９］　インターネットプロトコル（ＩＰ）フローと、前記ＩＰフローが利用され得
る第１のネットワークおよび第２のネットワークとに関係するデータを取得するための手
段と、
　前記第１のネットワーク上で前記ＩＰフローのためのサービス品質（ＱｏＳ）を初期化
するための手段と、
　前記第１のネットワーク上での前記ＩＰフローのためのＱｏＳの初期化に応答して、前
記第２のネットワークへのトンネリングを介して前記第２のネットワーク上の前記ＩＰフ
ローのためのＱｏＳコンテキストを確立するための手段と、
　前記第１のネットワーク上での前記ＩＰフローのＱｏＳのそれぞれの変化に応答して、
前記第２のネットワークへのトンネリングを介して前記第２のネットワーク上の前記ＩＰ
フローのための前記ＱｏＳコンテキストを更新するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ２０］　コンピュータに、インターネットプロトコル（ＩＰ）フローと、前記ＩＰフ
ローが利用され得る第１のネットワークおよび第２のネットワークとに関係するデータを
取得させるためのコードと、
　コンピュータに、前記第１のネットワーク上で前記ＩＰフローのためのサービス品質（
ＱｏＳ）を初期化させるためのコードと、
　コンピュータに、前記第１のネットワーク上での前記ＩＰフローのためのＱｏＳの初期
化に応答して、前記第２のネットワークへのトンネリングを介して前記第２のネットワー
ク上の前記ＩＰフローのためのＱｏＳコンテキストを確立させるためのコードと、
　コンピュータに、前記第１のネットワーク上での前記ＩＰフローのＱｏＳのそれぞれの
変化に応答して、前記第２のネットワークへのトンネリングを介して前記第２のネットワ
ーク上の前記ＩＰフローのための前記ＱｏＳコンテキストを更新させるためのコードとを
備える、コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ２１］　ネットワークデバイスへのトンネリングを介して第１のネットワーク上の前
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記ネットワークデバイスに関連するパケットフローに関係する情報を取得することと、
　前記パケットフローに対応する、非アクティブ状態にある第２のネットワークのための
サービス品質（ＱｏＳ）コンテキストを初期化することと、
　前記第２のネットワークへの前記ネットワークデバイスのエントリを検出することと、
　前記第２のネットワークへの前記ネットワークデバイスのエントリに応答して、前記第
２のネットワークのための前記ＱｏＳコンテキストをアクティブにすることとを備える、
方法。
［Ｃ２２］　前記ネットワークデバイスへの前記トンネリングを介して前記第１のネット
ワーク上の前記パケットフローに関係する更新されたＱｏＳ情報を受信することと、
　前記更新されたＱｏＳ情報に従って、前記パケットフローに対応する前記第２のネット
ワークのための前記ＱｏＳコンテキストを更新することと
をさらに備える、Ｃ２１に記載の方法。
［Ｃ２３］　前記第１のネットワーク上の前記パケットフローが非アクティブであるとい
う指示を受信することをさらに備える、Ｃ２１に記載の方法。
［Ｃ２４］　前記アクティブにすることは、前記第２のネットワークへの前記ネットワー
クデバイスのエントリに応答して、前記パケットフローがアクティブであるかどうかを判
断することを備える、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２５］　前記パケットフローがアクティブでない場合、前記パケットフローに対応す
る前記第２のネットワークのための前記ＱｏＳコンテキストを廃棄することをさらに備え
る、Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２６］　前記パケットフローがアクティブである場合、前記パケットフローに対応す
る前記第２のネットワークのための前記ＱｏＳコンテキストに対応する前記パケットフロ
ーのためのＱｏＳを確立することをさらに備える、Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２７］　少なくとも１つのファクタに基づいて、前記第１のネットワーク上の前記パ
ケットフローが非アクティブであるという前記指示に応答して、前記パケットフローに対
応する前記第２のネットワークのための前記ＱｏＳコンテキストを廃棄することをさらに
備える、請求項２３に記載の方法。
［Ｃ２８］　前記廃棄することは、前記第１のネットワーク上の前記パケットフローが非
アクティブであるという前記指示を受信した後の所定の時間間隔の満了時に、前記パケッ
トフローに対応する前記第２のネットワークのための前記ＱｏＳコンテキストを廃棄する
ことを備える、Ｃ２７に記載の方法。
［Ｃ２９］　ワイヤレス通信装置であって、
　ネットワークデバイスと、前記ネットワークデバイスに関連する通信ネットワークと、
前記ネットワークデバイスへのトンネリングとに関係するデータを記憶するメモリと、
　前記ネットワークデバイスへの前記トンネリングを介して前記ネットワークデバイスに
対応するパケットフローに関係する情報を取得することと、非アクティブ状態にある前記
パケットフローに対応する前記ワイヤレス通信装置に関連する通信ネットワークのための
サービス品質（ＱｏＳ）コンテキストを初期化することと、前記ワイヤレス通信装置に関
連する前記通信ネットワークへの前記ネットワークデバイスのエントリを検出することと
、前記ワイヤレス通信装置に関連する前記通信ネットワークへの前記ネットワークデバイ
スのエントリに応答して、前記通信ネットワークのための前記ＱｏＳコンテキストをアク
ティブにすることとを行うように構成されたプロセッサと
を備える、ワイヤレス通信装置。
［Ｃ３０］　前記プロセッサが、前記ネットワークデバイスへの前記トンネリングを介し
て前記ネットワークデバイスに関連する前記通信ネットワーク上の前記パケットフローに
関係する更新されたＱｏＳ情報を受信することと、前記更新されたＱｏＳ情報に従って、
前記パケットフローに対応する前記ワイヤレス通信装置に関連する前記通信ネットワーク
のための前記ＱｏＳコンテキストを更新することとを行うようにさらに構成された、Ｃ２
９に記載のワイヤレス通信装置。
［Ｃ３１］　装置であって、
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　ユーザ機器ユニット（ＵＥ）と、前記ＵＥへのトンネリングとを識別するための手段と
、
　前記ＵＥへの前記トンネリングを介して前記ＵＥに関連するネットワーク上の前記ＵＥ
によって利用されるインターネットプロトコル（ＩＰ）フローに関係する情報を受信する
ための手段と、
　前記装置に関連するネットワークのための、非アクティブ状態にある前記ＩＰフローの
ためのサービス品質（ＱｏＳ）コンテキストを初期化するための手段と、
　前記装置に関連する前記ネットワークへの前記ＵＥのエントリを検出したときに、前記
ＩＰフローのための前記ＱｏＳコンテキストをアクティブにするための手段とを備える、
装置。
［Ｃ３２］　コンピュータに、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）と、前記ＵＥへのトンネリン
グとを識別させるためのコードと、
　コンピュータに、前記ＵＥへの前記トンネリングを介して前記ＵＥに関連するネットワ
ーク上の前記ＵＥによって利用されるインターネットプロトコル（ＩＰ）フローに関係す
る情報を受信させるためのコードと、
　コンピュータに、関連するネットワークのための、非アクティブ状態にある前記ＩＰフ
ローのためのサービス品質（ＱｏＳ）コンテキストを初期化させるためのコードと、
　コンピュータに、前記関連するネットワークへの前記ＵＥのエントリを検出したときに
、前記ＩＰフローのための前記ＱｏＳコンテキストをアクティブにさせるためのコードと
を備える、コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ３３］　ワイヤレス通信システムにおける通信を可能にするアプリケーションを識別
することと、
　無線アクセス技術（ＲＡＴ）に関連するネットワークへのエントリを検出することと、
　前記ＲＡＴのためのサービス品質（ＱｏＳ）がユーザ主導型であるかネットワーク主導
型であるかを判断することと、
　前記ＲＡＴのためのＱｏＳがネットワーク主導型である場合、ネットワーク確立された
ＱｏＳに従って前記アプリケーションの動作を指示することと、
　前記ＲＡＴのためのＱｏＳがユーザ主導型である場合、ＱｏＳとは無関係に前記アプリ
ケーションの動作を指示することと
を備える、方法。
［Ｃ３４］　ＱｏＳがネットワーク主導型であるＲＡＴに関連する第１のネットワークへ
のエントリを検出することと、
　前記第１のネットワークによって確立されたＱｏＳに従って前記アプリケーションのた
めのＱｏＳコンテキストを確立することと、
　前記第１のネットワークから、ＱｏＳがユーザ主導型であるＲＡＴに関連する第２のネ
ットワークへの移動を検出することと、
　前記移動に応答して、前記アプリケーションのための前記ＱｏＳコンテキストをリリー
スすることと
をさらに備える、Ｃ３３に記載の方法。
［Ｃ３５］　前記アプリケーションがＱｏＳアンアウェアアプリケーションである、Ｃ３
３に記載の方法。
［Ｃ３６］　ワイヤレス通信システムにおける通信を可能にするアプリケーションと、通
信ネットワークと、前記通信ネットワークに関連する無線アクセス技術（ＲＡＴ）とに関
係するデータを記憶するメモリと、
　前記通信ネットワークへのエントリを検出することと、前記通信ネットワークに関連す
る前記ＲＡＴがネットワーク主導型サービス品質（ＱｏＳ）を与える場合、ネットワーク
確立されたＱｏＳに従って前記アプリケーションを利用することと、前記通信ネットワー
クに関連する前記ＲＡＴがネットワーク主導型ＱｏＳを与えない場合、ＱｏＳとは無関係
に前記アプリケーションを利用することとを行うように構成されたプロセッサとを備える
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、ワイヤレス通信装置。
［Ｃ３７］　ネットワークアプリケーションと、通信ネットワークと、前記通信ネットワ
ークに関連する無線アクセス技術（ＲＡＴ）とを識別するための手段と、
　前記通信ネットワークへのエントリを検出するための手段と、
　前記通信ネットワークに関連する前記ＲＡＴがネットワーク主導型サービス品質（Ｑｏ
Ｓ）を与える場合、ネットワーク確立されたＱｏＳに従って前記ネットワークアプリケー
ションを利用するための手段と、
　前記通信ネットワークに関連する前記ＲＡＴがネットワーク主導型ＱｏＳを与えない場
合、ＱｏＳとは無関係に前記ネットワークアプリケーションを利用するための手段とを備
える、装置。
［Ｃ３８］　コンピュータに、ネットワークアプリケーションと、通信ネットワークと、
前記通信ネットワークに関連する無線アクセス技術（ＲＡＴ）とを識別させるためのコー
ドと、
　コンピュータに、前記通信ネットワークへのエントリを検出させるためのコードと、
　コンピュータに、前記通信ネットワークに関連する前記ＲＡＴがネットワーク主導型サ
ービス品質（ＱｏＳ）を与える場合、ネットワーク確立されたＱｏＳに従って前記ネット
ワークアプリケーションを利用させるためのコードと、
　コンピュータに、前記通信ネットワークに関連する前記ＲＡＴがネットワーク主導型Ｑ
ｏＳを与えない場合、ＱｏＳとは無関係に前記ネットワークアプリケーションを利用させ
るためのコードと
を備える、コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ３９］　少なくとも第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）と第２のＲＡＴとによる通信
を可能にするアプリケーションを識別することと、
　前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴへの前記アプリケーションのハンドオーバを検
出することと、
　前記第２のＲＡＴに関連するネットワークが前記アプリケーションのためのサービス品
質（ＱｏＳ）を初期化するように構成されるかどうかを判断することと、
　前記判断することに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のＲＡＴに関する前記アプ
リケーションのためのＱｏＳを確立することと
を備える、方法。
［Ｃ４０］　前記判断することは、前記第２のＲＡＴに関連する前記ネットワークが前記
アプリケーションのためのＱｏＳを初期化するように構成されないと判断することを備え
る、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ４１］　前記確立することが、前記第２のＲＡＴに関する前記アプリケーションのた
めのＱｏＳを初期化することを備える、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ４２］　前記確立することが、前記第１のＲＡＴへのトンネリングを介して前記第１
のＲＡＴとのＱｏＳコンテキストを確立することを備える、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ４３］　前記判断することは、前記第２のＲＡＴに関連する前記ネットワークが前記
アプリケーションのためのＱｏＳを初期化するように構成されると判断することを備える
、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ４４］　前記アプリケーションのための必要とされるＱｏＳを識別することと、
　前記第２のＲＡＴに関する前記アプリケーションのためのネットワーク主導型ＱｏＳに
関係する情報を取得することと、
　前記アプリケーションのための前記必要とされるＱｏＳに基づいて、前記ネットワーク
主導型ＱｏＳが前記アプリケーションのために満足であるかどうかを判断することとをさ
らに備える、Ｃ４３に記載の方法。
［Ｃ４５］　前記ネットワーク主導型ＱｏＳが前記アプリケーションのために不満足であ
ると判断したとき、前記アプリケーションのための不満足なＱｏＳを示すことと、
　前記アプリケーションを介して、
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　ＱｏＳなしに前記アプリケーションの使用を続けること、
　前記アプリケーションのための不満足なＱｏＳを前記アプリケーションのユーザに示す
こと、
　前記アプリケーションを終了すること、または
　前記アプリケーションのためのＱｏＳを再要求すること
のうちの１つまたは複数を可能にすることと
をさらに備える、Ｃ４４に記載の方法。
［Ｃ４６］　前記確立することが、前記第１のＲＡＴへのトンネリングを介して前記第１
のＲＡＴとのＱｏＳコンテキストを確立することを備える、Ｃ４３に記載の方法。
［Ｃ４７］　前記アプリケーションがＱｏＳアウェアアプリケーションである、Ｃ３９に
記載の方法。
［Ｃ４８］　少なくとも第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）と第２のＲＡＴとによる通信
を可能にするアプリケーションと、前記第１のＲＡＴから前記第２のＲＡＴへの前記アプ
リケーションのハンドオーバとに関係するデータを記憶するメモリと、
　前記第２のＲＡＴに関連するネットワークが前記アプリケーションのためのサービス品
質（ＱｏＳ）を初期化するように構成されるかどうかの判断を実行することと、前記判断
に少なくとも部分的に基づいて、前記第２のＲＡＴに関する前記アプリケーションのため
のＱｏＳを確立することとを行うように構成されたプロセッサと
を備える、ワイヤレス通信装置。
［Ｃ４９］　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）から第２のＲＡＴへのアプリケーション
のハンドオーバを識別するための手段と、
　前記第２のＲＡＴに関する前記アプリケーションのためのサービス品質（ＱｏＳ）がネ
ットワーク主導型であるかユーザ主導型であるかの判断を行うための手段と、
　前記判断に応答して、前記第２のＲＡＴに関する前記アプリケーションのためのＱｏＳ
を確立するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ５０］　コンピュータに、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）から第２のＲＡＴへの
アプリケーションのハンドオーバを識別させるためのコードと、
　コンピュータに、前記第２のＲＡＴに関する前記アプリケーションのためのサービス品
質（ＱｏＳ）がネットワーク主導型であるかユーザ主導型であるかの判断を行わせるため
のコードと、
　コンピュータに、前記判断に応答して、前記第２のＲＡＴに関する前記アプリケーショ
ンのためのＱｏＳを確立させるためのコードと
を備える、コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
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